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竹
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！
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田
の
弓
名
人

「弓の名人」とされた平安末期の武将源為朝が、竹田

の赤岩峠から放った矢が山々を越え、遠く松本の大

松の根本に刺さったという伝説が基になり始まっ

た「メンヒルの里おこし弓祭り大会」。30回目を迎え

た今大会も、子どもから高齢者まで７メートル先の

的をめがけ、矢を放っていました。

「弓の名人」とされた平安末期の武将源為朝が、竹田

の赤岩峠から放った矢が山々を越え、遠く松本の大

松の根本に刺さったという伝説が基になり始まっ

た「メンヒルの里おこし弓祭り大会」。30回目を迎え

た今大会も、子どもから高齢者まで７メートル先の

的をめがけ、矢を放っていました。

みなもとのためともみなもとのためとも



 

九
州
で
唯
一
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
認
証

健
康
づ
く
り
は
長
湯
か
ら

本
市
と
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が
開
発
し
た
、
炭
酸
泉
入
浴
と
自
然
散
策
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ

ア
ー
が
九
州
初
の
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
「
ク

ア
ハ
ウ
ス
」
の
試
験
的
利
用
も
始
ま
り
、
全
国
的
に
稀
有
な
炭
酸
泉
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
や
観
光

振
興
の
取
り
組
み
に
弾
み
が
つ
き
ま
す
。

認
証
を
受
け
た
ツ
ア
ー
は
「
こ
こ

ろ
・
か
ら
だ　

よ
み
が
え
る　

健

康
な
が
ゆ
旅
」。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
機
構

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会

が
「
旅
と
健
康
」
を
視
点
に
観
光
商

品
を
評
価
し
、
今
回
第
１
期
分
と

な
る
全
国
17
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
出
。

「
な
が
ゆ
旅
」
は
長
湯
の
豊
か
な
自

然
と
温
泉
を
満
喫
し
、
健
康
増
進

に
つ
な
げ
る
ツ
ア
ー
で
、
九
州
で
唯

一
選
ば
れ
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、
長
湯
温
泉
療
養

文
化
館
「
御
前
湯
」
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
た
あ
と
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
一
緒
に
長
湯
ダ
ム
湖
周

辺
を
散
策
。
樹
齢
千
年
を
超
え
る

大
ケ
ヤ
キ
の
ご
神
木
や
樹
齢
数
百

年
の
大
ス
ギ
が
参
道
に
並
ぶ
籾
山

神
社
で
森
林
浴
を
体
験
し
、
湖
畔

の
カ
フ
ェ
で
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
味
わ
い
ま
す
。
約
７
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
ゆ
っ
く
り
炭

酸
泉
に
浸
か
り
、
疲
れ
を
癒
し
て

も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

「
竹
田
式
湯
治
」に
も
追
い
風

本
市
で
は
独
自
施
策
と
し
て
、
温

泉
を
生
か
し
た
「
竹
田
式
湯
治
」
を

平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
対

象
施
設
に
半
年
間
で
３
泊
以
上
宿

泊
す
る
と
、
１
泊
５
０
０
円
の
給

付
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
日
本
初
の

「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
を
推

進
、こ
れ
ま
で
に
４
千
人
を
超
え
る

利
用
者
が
申
請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
御
前
湯
と
竹
田
市
直
入

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
が

厚
生
労
働
省
の
定
め
る
「
温
泉
利

用
型
健
康
増
進
施
設
（
連
携
型
）」

に
昨
年
、
九
州
で
初
め
て
認
定
さ

れ
る
な
ど
、「
な
が
ゆ
旅
」
の
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
を
機
に
、「
炭

酸
泉
を
生
か
し
た
世
界
に
通
じ
る

個
性
的
な
温
泉
地
」
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
が
一
層
進
め
ら
れ
ま
す
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
予
防
医
療
と
健

康
づ
く
り
、
観
光
振
興
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
世
界
的
な
建
築
家
の
坂
茂

さ
ん
が
設
計
を
手
掛
け
る
温
泉
棟

に
、
宿
泊
棟
と
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
が
併

設
す
る
複
合
施
設
。

10
月
末
に
木
造
２
階
建
て
の
温

泉
棟（
延
床
面
積
４
９
３·

０
６

平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
、
歩
き
湯（
同

１
５
５·

９
２
平
方
メ
ー
ト
ル
）が

完
成
。
10
月
29
日
に
建
設
契
約
を

結
ん
だ
民
間
事
業
者
が
建
設
・
運
営

す
る
木
造
平
屋
建
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン

棟（
敷
地
面
積
約
５
６
０
平
方
メ
ー

ト
ル
）と
宿
泊
棟（
14
棟
と
管
理
棟
、

同
約
２
０
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）の

工
事
費
は
約
３
億
円
で
、
来
年
３
月

末
の
完
成
、
４
月
に
３
施
設
そ
ろ
っ

た
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま
す
。

起
工
式
で
は
、
首
藤
市
長
が
「
ク

ア
ハ
ウ
ス
は
稀
有
な
炭
酸
泉
を
生

か
し
た
世
界
に
通
じ
る
個
性
的
な

温
泉
地
の
中
核
施
設
。
レ
ス
ト
ラ

ン
棟
と
宿
泊
棟
が
開
業
す
れ
ば
、

長
期
間
滞
在
で
き
る
環
境
が
整
う
。

１
日
も
早
い
完
成
、
オ
ー
プ
ン
を

待
ち
望
ん
で
い
る
」
と
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

↑パワースポットの籾山神社。樹齢千年
を超える巨木が迎える

↑炭酸泉でゆっくり疲れを癒す（いずれ
もツアーのイメージ写真）

↑周囲の風景に溶け込んだクアハウスの完成予想図（全景）

レストラン棟・宿泊棟の建設着工

クアハウス、来春開業へ
直入町長湯の国民宿舎直入荘跡地に建設が進む温泉利

用型健康増進施設「クアハウス」。11月13日に起工式が

行われ、レストラン棟と宿泊棟の工事が始まりました。
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今月の目次  Lineup

広報

12月号

人　口　21,993　人

男　性　10,282　人

女　性　11,711　人

世帯数　10,325 世帯

  ※平成30年11月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 35 人 ）

（ － 12 人 ）

（ － 23 人 ）

（－ 11 世帯）

人口のうごき

平成29年度国民健康保険の運営状況 別冊  

試
験
的
利
用
は
じ
ま
る

ク
ア
ハ
ウ
ス
の
温
泉
棟
は
１·

８

メ
ー
ト
ル
の
短
い
丸
太
を
組
み
合

わ
せ
、
竹
籠
の
よ
う
な
大
屋
根
で
覆

わ
れ
た
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
施
設
。
炭

酸
泉
が
自
噴
す
る
男
女
別
の
浴
室

と
、
水
着
を
着
用
し
、
男
女
が
一
緒

に
湯
中
運
動
が
で
き
る
湯
中
運
動

浴
槽
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

直
径
６
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
１·

１

メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の
大
浴
槽
と
、

そ
の
浴
槽
と
つ
な
が
っ
た
歩
き
湯
か

ら
な
る
湯
中
運
動
浴
槽
ゾ
ー
ン
で

は
、
自
然
豊
か
な
四
季
折
々
の
風
景

や
芹
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
健
康
増
進
が
図
れ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
機
器
を
設
置
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
、
医
師
か

ら
入
浴
指
導
を
受
け
ら
れ
る
施
術

室
も
完
備
。
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
と
宿

泊
棟
が
完
成
す
る
来
年
春
ま
で
は
、

湯
中
運
動
を
取
り
入
れ
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
市
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
や
温
泉
利
用
指
導
者
等
で

作
成
し
、
市
民
・
団
体
を
対
象
に
し

た
健
康
づ
く
り
教
室
開
催
に
向
け
、

準
備
を
進
め
ま
す
。

木
の
温
も
り
が
優
し
い
開
放
的

な
健
康
増
進
施
設
「
ク
ア
ハ
ウ
ス
」

は
現
在
、
一
般
の
方
の
見
学
も
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

「
か
っ
こ
い
い
」
と
児
童
た
ち

11
月
8
日
、
直
入
小
学
校
の
６

年
生
18
人
が
ク
ア
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、

湯
を
溜
め
た
状
態
の
浴
室
や
歩
き

湯
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
温
泉
利
用
相
談
室

の
ス
タ
ッ
フ
や
お
湯
健
ク
ラ
ブ
の
会

員
ら
が
実
際
に
入
浴
し
、
湯
中
運

動
を
体
験
す
る
な
ど
、
ク
ア
ハ
ウ
ス

の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
竹
田
市
直
入
支
所
地
域
振

興
課（
☎
75-

２
２
１
１
）ま
で
。

「
な
が
ゆ
旅
」
の
申
し
込
み
は
、
市

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
。
２
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
申
し
込
み
、
ガ
イ
ド
料
や
入
浴

料
等
を
含
む
料
金
は
１
人
４
８
６
０

円
。
お
問
い
合
わ
せ
は
同
協
会
（
☎

63-

０
５
８
５
）ま
で
。

↑児童たちは「建物がかっこいい」「入浴してみたい」
とオープンを楽しみにしていました

↑クアハウスの大浴槽で湯中運動を行う
お湯健クラブなどの利用者の皆さん。

「湯の温度がぬるめで、運動には最適。
浴槽が広くて手足をゆったり伸ばすこ
とができた」と笑顔をみせていました

①炭酸泉が自噴する湯中運動浴槽ゾーン
の大浴槽。やわらかく暖かい光が差し込
む　②往復50メートルの「歩き湯」。運動
をしながら、芹川のせせらぎや四季の風景
が楽しめる　③各種運動機器が設置され
たトレーニング室

健康づくりは長湯から

功績を称えて

グランツでワクワク！ドキドキ！イベ

ント情報

「俳句王国がゆく」公開収録決定 ほか

入館者が早くも１万５千人！ ほか

たけたんトピックス

竹田市の財政状況をお知らせします

竹田の婚活をのぞき見コラム ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり

たけたんインフォ／求人情報／誕生

おめでとう ほか

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの

子育て小児科

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

誰もがイキイキ暮らせる共生社会へ

郷土の植物／すくすく1 歳／アッパレ！
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■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

↑11月15日、荻町恵良原で伝統行事「亥の子」が行われ
ました。「亥の子」は西日本に伝わる収穫を祝う祭り。
子どもたちは昔から伝わる歌を歌いながら、わらを
束ねた長さ約70センチの「亥の子つち」で玄関先の
地面をたたき、家の人から米やお菓子をもらってい
ました

①

②

③
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健康づくりは長湯から



  

市
長
表
彰
（
個
人
）

◆
社
会
民
生

村む
ら
か
み上　

桂け

い

こ子（
直
入
・
神
の
原
）

永
き
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

と
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

永な
が
と
み冨　

和か
ず
の
り憲（

直
入
・
城
後
）

永
き
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

と
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山や
ま

﨑さ
き　

博ひ

ろ

み巳（
竹
田
・
上
町
）

永
き
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

と
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

佐さ

だ田　

繁し

げ

こ子（
竹
田
・
栃
鶴
）

永
き
に
わ
た
り
母
子
保
健
推
進
員

と
し
て
、
母
子
保
健
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

衛え

と

う藤　

賢か
し

美み

（
久
住
・
千
人
塚
）

永
き
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
人
権
擁
護
運
動
の
推
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

島し

ま

だ田　

克か

つ

こ子（
竹
田
・
西
古
町
）

永
き
に
わ
た
り
主
任
児
童
委
員
と

し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

◆
治
安
維
持

奴ぬ

る留
湯ゆ

弘ひ
ろ

憲の
り（

直
入
・
梶
屋
）

永
き
に
わ
た
り
交
通
指
導
隊
員
と

し
て
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興

堀ほ
り　

義よ
し

隆た
か（

荻
・
宮
平
）

永
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
理
事

と
し
て
、
地
域
の
農
業
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

安あ

だ

ち達
由ゆ

み

こ

美
子（
竹
田
・
滝
部
）

永
年
に
わ
た
り
農
村
女
性
の
活
躍

の
場
の
拡
大
の
活
動
を
行
い
、
農
業

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

長な

が

の野　

幸こ
う
せ
い生（

竹
田
・
古
園
）

永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
、

農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

河か

わ

の野　

浩
ひ
ろ
し（

大
分
市
）

永
年
に
わ
た
り
顧
問
弁
護
士
と
し

て
、
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

丹た
ん　

統と

う

じ司（
竹
田
・
西
）

永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
、

自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

  

市
長
表
彰
（
団
体
）

◆
社
会
民
生

久
住
花
の
会
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
花
」

永
き
に
わ
た
り
久
住
地
域
の
環
境

美
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
紫
草
の
里
営
農
組
合

永
き
に
わ
た
り
紫
草
の
栽
培
及
び

染
色
に
取
り
組
み
、
文
化
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

荻
町
新
鮮
組
あ
さ
つ
ゆ
の
会

永
年
に
わ
た
り
農
業
振
興
及
び
地

域
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

城
原
夜
神
楽
を
盛
り
上
げ
る
会

永
き
に
わ
た
り
伝
統
芸
能
の
継
承

と
地
域
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

  

市
長
感
謝
状

◆
寄　

附

ル
イ
ス
・
フ
ォ
ン
テ
ス（
泉

い
ず
み　

類る

い

じ治
）

（
福
岡
市
）

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
寄
附
及
び
竹

田
キ
リ
シ
タ
ン
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

功
績
を
称
え
て

平
成
30
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

本
市
で
は
、
市
政
の
推
進
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及

び
団
体
に
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
６
日
に
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
行
わ
れ

た
「
平
成
30
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰
式
」
で
は
、
首
藤
市
長
か
ら
個
人
12
人

と
４
団
体
に
表
彰
状
が
、
個
人
１
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

↑（前列左から）農事組合法人紫草の里営農組合の田北洋一組合長、島田克子さん、衛藤賢美さん、村上桂子さん、
ルイス・フォンテス（泉類治）さん、佐田繁子さん、安達由美子さん、河野浩さん、丹統司さん

　（後列左から）荻町新鮮組あさつゆの会の田平真樹代表、城原夜神楽を盛り上げる会の後藤君明会長、長野幸
生さん、堀義隆さん、日小田秀之市議会議長、首藤勝次市長、永冨和憲さん、山﨑博巳さん、久住花の会「Ｙ
ＯＵ花」の衛藤徹三代表、吉野英勝教育長、野田良輔副市長
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○
旭
日
単
光
章

３
期
12
年
に
わ
た
り
直
入
町
議

会
議
員
を
務
め
、
そ
の
間
産
業
建
設

常
任
委
員
会
委
員
長
、
総
務
観
光
常

任
委
員
会
副
委
員
長
等
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

先
見
の
明
を
持
ち
、
卓
越
し
た
指

導
力
で
、
直
入
町
の
農
林
業
の
発
展

や
温
泉
療
養
の
先
進
地
ド
イ
ツ
と

の
交
流
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

○
旭
日
小
綬
章

社
業
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
発
展
に

努
め
な
が
ら
、
竹
田
商
工
会
議
所
の
議

員
、
常
議
員
、
副
会
頭
を
歴
任
し
、
平

成
25
年
に
会
頭
に
就
任
。
組
織
の
基

盤
強
化
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
長
崎
県
平
戸

市
と
の
物
産
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い

の
創
出
な
ど
、
優
れ
た
企
画
・
統
率
力

で
、
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
功
労
者
を
表
彰

税
に
関
す
る
表
彰

 

高
齢
者
叙
勲 

 

秋
の
叙
勲 

○
瑞
宝
双
光
章

40
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
精

励
し
、
卓
越
し
た
教
育
的
識
見
と
情

熱
的
な
指
導
力
で
、
教
育
の
実
践
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

本
市
の
み
な
ら
ず
、
県
全
体
の
教

育
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
、
退
職

後
も
温
か
な
人
柄
で
地
域
福
祉
の

充
実
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

11
月
11
日
、
第
14
回
竹
田
市
福
祉

大
会
に
お
い
て
、
福
祉
向
上
に
尽
力
さ

れ
た
個
人
60
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

 

市
長
感
謝
状

民
生
委
員
児
童
委
員　

中
江
貫
一
、

後
藤
健
治
、
吉
野
俊
一
、
阿
南
哲
也
、

吉
野
秀
俊
、
佐
田
繁
子
、
丸
山
勝
利
、

阿
南
有
三
、
吉
村
博
▼
身
体
障
害
者

相
談
員　

加
藤
孝
介
、
佐
藤
一
夫
、

��
野
英
明

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

 

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

明
る
い
高
年
者　

長
松
敏
幸
、
萱
嶋

一
男
、
後
藤
幸
子
、
柏
原
絹
子
、
佐
藤

惠
美
子
、
吉
良
元
二
、
堀
茂
幸
、
渡
部

ケ
サ
子
、
工
藤
惠
美
子
、
岡
﨑
榮
子
、

租
税
教
育
の
推
進
や
税
に
関
す
る

作
文
で
１
校
・
13
人
が
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰

竹
田
税
務
署
長
感
謝
状　

祖
峰
小

学
校

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

南
九
州
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
会
長
賞　

中
村
日
向
子
（
久
住
中

学
校
３
年
）
▼
竹
田
税
務
署
長
賞　

松
野
愛
生
（
久
住
中
学
校
３
年
）
、
谷

口
茉
鈴
（
竹
田
中
学
校
３
年
）
▼
竹

田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

馬
場
温
都
（
直
入
中
学
校
２
年
）
▼

同
優
秀
賞　

渡
部
伊
織
（
竹
田
南
部

中
学
校
３
年
）
▼
竹
田
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
会
長
賞　

後
藤
千
明

（
緑
ヶ
丘
中
学
校
３
年
）
▼
竹
田
税

務
協
力
団
体
長
連
絡
会
会
長
賞　

原
田
美
花
（
都
野
中
学
校
３
年
）

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

竹
田
税
務
署
長
賞　

山
田
詩
音
（
竹

田
高
校
２
年
）
、
佐
藤
真
莉
（
三
重
総

合
高
校
久
住
校
２
年
）
▼
竹
田
市
租

税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞　

吉

野
百
恵
（
竹
田
高
校
２
年
）
、
花
篭
拓

海
（
三
重
総
合
高
校
久
住
校
２
年
）

▼
竹
田
税
務
協
力
団
体
長
連
絡
会

会
長
賞　

井
里
緒
奈
（
竹
田
南
高
校

２
年
）
、
入
田
拓
海
（
三
重
総
合
高
校

久
住
校
３
年
）

工
藤
ミ
ス
ヱ
、工
藤
三
成
、
齋
藤
一
弘
、

田
ノ
上
幸
子
、
副
田
瀧
代
、
河
野
光
可
、

熊
本
孝
吉
、
渡
邊
和
子
、
秦
來
、
菅
清

春
、
工
藤
信
恭
、
髙
橋
秀
之
、
後
藤
ヒ

サ
エ
、
渡
邉
マ
サ
子
、
大
塚
一
男
、
高
橋

節
子
、
志
賀
寛
、
佐
藤
六
代
、
衛
藤
絹

代
、
吉
野
ア
サ
子
、
羽
田
野
イ
ツ
コ
、
大

塚
マ
チ
▼
老
人
介
護
・
重
度
障
が
い
者

介
護
者　

工
藤
六
春
▼
社
会
福
祉
事

業
関
係
協
力
者　

西
尾
由
比
子
、
後

藤
征
子
▼
社
会
福
祉
協
議
会
功
労

者　

早
川
和
、
倉
野
脩
生
、
杉
井
忠
重

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

 

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

社
会
福
祉
事
業
関
係
協
力
者　

山
口

幸
子
、
佐
伯
せ
つ
み
、
後
藤
京
子
、
後
藤

シ
ズ
カ
▼
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
者

加
藤
正
義
、
木
村
信
義
、
後
藤
美
代

子
、
髙
野
初
輝
、
志
賀
美
知
子
、
本
田

直
美

佐
さ と う

藤　春
しゅん

三
ぞう

さん
（73歳・中本町）

安
あんどう

藤　光
み つ お

雄さん
（88歳・山脇）

工
く ど う

藤　正
まさあき

明さん
（88歳・辻）

個人３人、２団体が受賞

県功労者表彰
【商工労働】

森
もりわき

脇久
ひ さ よ

代（九州アルプス商工会女性部長）
【農林水産】

安
あ だ ち

達由
ゆ み こ

美子（農村女性リーダー）

堀
ほり

　義
よしたか

隆（白水井路土地改良区理事長）

農事組合法人紫草の里営農組合

（田
た ぎ た

北洋
よういち

一代表理事）

【スポーツ】
竹田市ソフトテニス連盟（後

ご と う

藤國
く に た

太会長）
（敬称略）

平成20年から10年にわたり自治会長を
務めるとともに、市自治会連合会副会長
や会長、また県自治会連合会の理事を歴
任。住民自治組織の発展向上に多大な功
績が認められ、今回受賞されました。

全国自治会連合会表彰

丹
たん

  統
と う じ

司さん（73歳・西）が受賞
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「子育て中って自分の時間がなかなかとれない」「ロ
ビーで気軽なコンサートをやって欲しい」…〈グラン
ツたけた〉では、そんな“子育て世代のパパ・ママと子
どもたち”や“ちょっとグランツに寄ってみよう”とい
う皆さまを対象に、「ふら×きら」コンサートを開催し
ます。

会場となる市民ラウンジは開放的な空間にテーブ
ルと椅子。ベビーカーを押して、お弁当を持ってグラ
ンツに出かけませんか？

子どもから大人までいつでも気楽にグランツに来
て欲しい！という想いから生まれた「ふら×きら」コ
ンサート。今後も随時開催していきますので、「竹の
子ひろば」に来た際や、お買い物帰りなど、ぜひグラ
ンツにお立ち寄りください。入場は無料です。

【第一弾】中島健作・武者真由＂ふらっとピアノコンサート”
日時　12月６日㈭　午後０時15分〜０時45分
会場　〈グランツたけた〉市民
ラウンジ

12月7日㈮に開催される舞台
「HandY-ハンディ-」に、ピアニ
ストとして出演するシンガーソ
ングライター・中島健作と女優・
武者真由によるライブ。「ハンデ
ィ」の挿入歌はもちろん、12月3日発売のニューアルバ
ム「CHANGE」より新曲もご紹介します。

【第二弾】猿田彦男声合唱団＂ちょっとだけコンサート”
日時　12月24日㈪　午後０時15分〜０時45分
会場　〈グランツたけた〉市民ラウンジ

竹田市に拠点を移し、地域おこし協力隊として活躍中
の合唱指揮者・菊村隆史が率いる男声合唱団が、クリス
マスイヴの日に素敵な歌声をお届けします。子どもから
大人まで、歌声
に包まれて聖な
る気分を味 わ
いませんか？

市内から姿を消してしまった映画館。みんなで映画
を楽しみたい！という声にお応えして映画館が〈グラン
ツたけた〉に復活します！子どもが大好きなあのアニメ
ーションや、笑って泣ける人間ドラマ、往年スターが活
躍する珠玉の名作など、さまざまなジャンルの映画を
上映します。マルシェやカフェなどの関連イベントも企
画予定！日田シネマテーク・リベルテの協力のもとオー
プンする、素敵な映画館にぜひ足をお運びください！

記念すべき第一弾は、樹木希林
最後の主演作「あん」に決定！

（あらすじ）どら焼き屋「どら春」の雇われ店

長として単調な日々をこなしていた千太郎

( 永瀬正敏 )。そのお店の常連である中学

生のワカナ（内田伽羅）。ある日、その店の

求人募集の貼り紙をみて、そこで働くこと

を懇願する一人の老女、徳江（樹木希林）

が現れ、どらやきの粒あん作りを任せるこ

とに。徳江の作った粒あんはあまりに美味

しく、みるみるうちに店は繁盛。しかし、心

ない噂が彼らの運命を大きく変えていく…。

出演 / 樹木希林、永瀬正敏、内田伽羅。監督・脚本 / 河瀬直美。第68回カ

ンヌ国際映画祭出品作。2015年/日本・フランス・ドイツ/カラー/113分

※映画館の企画を一緒に作り上げてくださるボランテ
ィアの方も募集中！詳しくは竹田市文化政策課（☎63-

4837）へお問い合わせください。

豪雨災害を乗り越え６年ぶりに復興を遂げた〈グラ
ンツたけた〉に、音楽姉妹都市の宮城県仙台市から仙
台フィルハーモニー管弦楽団を迎えます。ドヴォル
ザークの交響曲第９番「新世界より」とともに、市民
参加による合唱曲２曲とミュージカルを披露、グラン
ツ初のオーケストラの響きをどうぞご堪能ください。
※この公演の入場料は宝くじの助成金
により特別料金となっています。

お弁当を持ってグランツにでかけよう！

グランツ「ふらっと×気楽に
　　  ０才からのコンサート」

〈グランツたけた〉廉太郎企画

仙台フィルハーモニー管弦楽団
コンサート～ひびけ 歌声とともに～

グランツで映画を楽しもう！

ただ観るだけじゃない？
グランツ映画館「玉洗劇場」がスタート！

グ
ラ
ン
ツ
映
画
館
「
玉
洗
劇
場
」

上
映
作
品
「
あ
ん
」（
２
０
１
５
年
／

日
本
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
／
カ
ラ
ー 

／
１
１
３
分
）

日
時　

平
成
31
年
１
月
14
日
㈪　

午

前
10
時
・
午
後
１
時
30
分
・
午
後
６
時

30
分（
３
回
上
映
・
各
30
分
前
開
場
）

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉キ
ナ
ー
レ

入
場
料（
消
費
税
込
）
一
般
１
０
０
０

円
／
高
校
生
以
下
５
０
０
円（
当
日

券
は
２
０
０
円
増
し
）

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉廉
太
郎
企
画

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ

ン
サ
ー
ト
～
ひ
び
け 

歌
声
と
と
も
に
～

日
時　

平
成
31
年
２
月
24
日
㈰　

午

後
２
時
30
分
開
場
／
午
後
３
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

入
場
料（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
２
０
０
０
円

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

《
市
民
企
画
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

猿
田
彦
男
声
合
唱
団
「
ク
リ
ス
マ
ス

な
ん
て
大
嫌
い
! !
な
ん
ち
ゃ
っ
て
♡
」

日
時　

12
月
23
日
㈰　

午
後
２
時
30

分
開
場
／
午
後
３
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

公
演
チ
ケ
ッ
ト
発
売
情
報

12
月
９
日
㈰ 

午
前
10
時
～
発
売
開
始

好
評
発
売
中

12

２

１
６・24

24

14
木 月

日

月

グランツでワクワク！ドキドキ！ イベント情報

↑シンガーソングライター・
中島健作

広報たけた平成 30 年 12 月号 6

グランツでワクワク！ドキドキ！イベント情報



竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
落
成
記
念

「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」公
開
収
録
決
定

入
場
無
料

期
日　

平
成
31
年
１
月
27
日
㈰

時
間　

午
後
１
時
〜
開
場
／
午
後

１
時
25
分
開
演
（
午
後
３
時
45
分
終

演
予
定
）

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

出
演　

一

般
俳
人
の
皆
さ
ん
／
ゲ

ス
ト　

錦
野
亘
（
歌
手
・
タ
レ
ン
ト
、

大
分
県
出
身
）、
橋
本
マ
ナ
ミ（
女
優
・

タ
レ
ン
ト
、
朝
ド
ラ
「
ま
ん
ぷ
く
」
出

演
中
）
／
主
宰　

岸
本
尚
毅
／
司
会

Ｕ
字
工
事（
お
笑
い
芸
人
）／
ア
シ
ス

タ
ン
ト　

谷
尾
桜
子（
タ
レ
ン
ト
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
当
選
の
方
に
は
入
場
整
理
券

（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）
を
、
落
選
の

方
に
は
落
選
通
知
を
平
成
31
年
１

月
10
日
㈭
頃
発
送
す
る
予
定
で
す
。

※
満
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
抽
選
結
果

を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま
ま

お
送
り
く
だ
さ
い
。
紙
・
シ
ー
ル
等

の
貼
り
付
け
、
修
正
液
の
使
用
も
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

宛
て
先　

〒
８
７
８-

０
０
２
４　

竹
田
市
役
所
文
化
政
策
課
「
俳
句
王

国
が
ゆ
く
」
係

応
募
締
切　

12
月
20
日
㈭
必
着

※
注
意
事
項
等
、
詳
し
い
内
容
は
先

月
自
治
会
長
を
通
じ
て
配
布
し
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
文
化
政
策
課

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
３
７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局

☎
０
９
７-

５
３
３-

２
８
０
０

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

※
放
送
予
定
日
に
つ
い
て
は
決
定
次

第
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.n
h

k.o
r.jp

/

o
ita/

）
等
で
発
表
し
ま
す
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市民の皆さまから多くのご要望が寄せられていました１月５日・６
日のＤＲＵＭ ＴＡＯ特別公演のチケット追加発売が決定しました。
チケット発売　12月１日㈯　午前９時〜
※イベント開催日等、時間外・休日販売日を設ける場合があります。
日時　①平成31年１月５日㈯　午後５時30分開場／午後６時開演
　　　②平成31年１月６日㈰　午後１時30分開場／午後２時開演
会場　〈グランツたけた〉廉太郎ホール
入場料（全席指定／消費税込）
　　　一般6000円／市民割引4000円／市内学生特別2000円
※学生特別価格は席の選択ができません。
※各割引価格のチケットは〈グランツたけた〉のみでの取り扱いです。
※ローソン チ ケットＬコード82266・ライヴ ポ ケット（https://
t.livepocket.jp/e/a57tt）。ＴＡＯショップ（竹田温泉花水月内）でも一
般チケット販売中です。

ご要望にお応えして…

DRUM TAO
追加販売決定!

入
場
料（
全
席
自
由
／
消
費
税
込
）

一
般
１
０
０
０
円

《
市
民
企
画
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

コ
ン
サ
ー
ト
in
た
け
た

日
時　

平
成
31
年
１
月
14
日
㈪　

午

後
２
時
30
分
開
場
／
午
後
３
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

入
場
料（
全
席
自
由
／
消
費
税
込
）

一
般
１
５
０
０
円（
当
日
は
５
０
０

円
増
し
）

カ
テ
ィ
ア
・
ブ
ニ
ア
テ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

日
時　

平
成
31
年
２
月
９
日
㈯　

午

後
１
時
30
分
開
場
／
午
後
２
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

入
場
料（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
６
０
０
０
円

市
民
割
引
５
０
０
０
円

高
校
生
以
下
３
０
０
０
円

※〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
午
前
９
時

〜
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

※
市
民
割
引
を
ご
利
用
の
際
は
、
市

内
在
住
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
等
）を
持
参

※
窓
口
で
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
１
回

の
購
入
で
１
人
に
つ
き
４
枚
ま
で

問
竹
田
市
文
化
政
策
課

☎
63-

４
８
３
７

公
演
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
と
本
市
で
は
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の

落
成
を
記
念
し
て
、
Ｅ
テ
レ
の
番
組
「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」
の
公
開
収

録
を
行
い
ま
す
。
こ
の
番
組
で
は
、
全
国
各
地
の
ホ
ー
ル
な
ど
を
ま

わ
り
な
が
ら
、
地
元
の
方
々
と
一
緒
に
、
俳
句
を
通
し
て
そ
の
土
地
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
い
き
ま
す
。

※観覧をご希望の方は郵便往復はがき（私製を除く）に必要事項を明記してお申し込みください。
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音
楽
を
奏
で
て
70
回

戦
後
間
も
な
い
昭
和
24
年
に
、
岡

城
跡
の
野
外
音
楽
堂
で
始
ま
っ
た

「
瀧
廉
太
郎
を
偲
ぶ
音
楽
祭
」。
今
年

で
第
70
回
を
迎
え
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
市
内
の
幼
稚
園
、
小

中
学
校
、
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
が
、

１
か
月
以
上
に
わ
た
り
練
習
を
重
ね

て
き
た
合
唱
や
合
奏
を
廉
太
郎
ホ
ー

ル
に
響
か
せ
ま
し
た
。

古
き
良
き
竹
田
に
思
い
を
馳
せ

10
月
28
日
、
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に

残
さ
れ
た
昭
和
時
代
の
懐
か
し
い
映

像
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
編
集
し
た
地

域
映
画
「
竹
田
ん
宝
も
ん
」
の
完
成

上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「『
竹
田
の
記
憶
を
、
竹
田
の
人
た

ち
が
繋
ぐ
映
画
』
を
つ
く
ろ
う
」
と
、

竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会（
田
部
朋と

も

じ二
代
表
）が
中
心
と
な

り
フ
ィ
ル
ム
を
収
集
。
１
９
６
０
〜

１
９
８
０
年
当
時
の
地
域
の
祭
り
や

運
動
会
、
家
族
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光

景
が
撮
影
者
の
思
い
と
と
も
に
記
録

さ
れ
た
約
４
０
０
本
も
の
映
像
が
集

ま
り
ま
し
た
。

来
場
者
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
、

懐
か
し
い
映
像
の
数
々
に
微
笑
み
、

ま
た
涙
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
！
笑
顔
で

つ
な
が
る
！

11
月
10
日
と
11
日
に
は「
耕
す
里
の

竹
田
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

旧
文
化
会
館
被
災
後
、
６
年
ぶ
り

に
一
堂
に
会
し
た
文
化
活
動
の
発
表

会
。
10
日
は
日
本
舞
踊
や
民
謡
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
26
団
体
が
日
頃
の
活
動

の
成
果
を
廉
太
郎
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
、
11
日
は
市
内
11
の
神
楽

座
が
研
鑽
の
場
と
し
て
舞
を
披
露
す

る
「
神
楽
研
修
舞
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
書
道
や
絵

画
、
竹
細
工
な
ど
11
の
団
体
の
作
品

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

入
館
者
が
早
く
も
１
万
５
千
人
！

↑廉太郎ホールに響く生徒たちの歌声

↑同プロジェクトでは今後もフィルムの
編集作業を進めていくそうです

↑日頃の活動の成果を新しいステージで発表

11
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は

「
竹
田
市
神
原
の
大
野
川
水
系
イ
ワ

メ
生
息
地
」
を
新
た
な
天
然
記
念
物

に
指
定
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣

に
答
申
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
24
件

目
の
国
の
天
然
記
念
物
指
定
と
な
り

ま
す
。

イ
ワ
メ
は
サ
ケ
科
の
淡
水
魚
。
形

態
は
ア
マ
ゴ
や
ヤ
マ
メ
に
似
て
い
る

も
の
の
、
薄
紫
色
の
幼
魚
斑
（
パ
ー

マ
ー
ク
）や
朱
点
等
が
見
ら
れ
ず
、
突

然
変
異
に
よ
り
生
じ
た
ア
マ
ゴ
ま
た

は
ヤ
マ
メ
の
無
斑
型
と
さ
れ
て
い
ま

す
。イ

ワ
メ
の
生
息
地
は
国
内
に
数
か

所
し
か
な
く
、
大
野
川
水
系
神
原
川

流
域
の
指
定
区
域
で
は
、
国
内
で
唯

一
、
イ
ワ
メ
だ
け
の
生
息
域
が
あ
り
、

５
０
０
〜
１
０
０
０
個
体
が
生
息
す

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
区
域
近
隣
の
ア
マ
ゴ
と
同
一
祖
先

集
団
に
由
来
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

「
遺
伝
学
的
、
生
態
学
的
に
貴
重
な
イ

ワ
メ
が
、
安
定
的
に
生
息
す
る
重
要
な

生
息
地
」
と
し
て
、
一
層
の
保
護
を
図

る
べ
き
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

周
辺
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
む
、
祖
母
山
麓
自
然
・
人
共
生
空

間
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

の
工
藤
桂け

い

た太
会
長
は
「
祖
母
・
傾
・
大

崩
山
系
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登

録
に
続
く
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。
地
域

住
民
で
協
力
し
な
が
ら
、
貴
重
な
イ

ワ
メ
の
生
態
系
の
保
全
に
努
め
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

市
で
は
同
実
行
委
員
会
と
と
も
に
、

禁
漁
区
の
看
板
な
ど
を
設
置
し
、「
イ

ワ
メ
生
息
地
」
の
保
護
活
動
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

 

竹
田
市
神
原
の
大
野
川
水
系

「
イ
ワ
メ
生
息
地
」
が

天
然
記
念
物
に

↑神原川流域のイワメ。幼魚斑や朱点などが見られず、
突然変異により生じたアマゴの無斑型と推測され
る

↑竹田市神原の大野川水系イワメ生息地

10
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉。

開
館
か
ら
わ
ず
か
１
か
月
で
入
館
者
１
万
５
千
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
け
ら
落
と
し
と
な
っ
た
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
劇
団
四
季

の
公
演
、ロ
バ
ー
ト 
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
と
江
國
香
織
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
国
民
文
化
祭
の
開
幕
に
併
せ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
連
日
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広報たけた平成 30 年 12 月号 8

入館者が早くも１万５千人！



11
月
22
日
、
竹
田
市
竹
田
町
に
建

設
さ
れ
る
「
竹
田
市
歴
史
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
の
起
工
式
が
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
が
工
事
の
無
事
を
祈

願
し
ま
し
た
。

旧
歴
史
資
料
館
は
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
、
改
築
に
向
け
た
検
討
を
始
め

た
矢
先
に
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震

に
よ
り
被
災
。
歴
史
・
文
化
遺
産
の
集

積
や
城
下
町
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
創
出

を
図
る
た
め
、
資
料
館
と
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
機
能
を
備
え
た
施
設
を
新
築

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

新
施
設
は
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
が
デ
ザ
イ
ン
。鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
平
屋
建
て
で
、

延
床
面
積
は
約
１
２
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
。事
業
費
は
約
10
億
８
千
万
円

（
う
ち
国
か
ら
の
交

付
金
約
２
億
２
千
万

円
、
合

併

特

例

債

７
億
３
千
万
円
、市
費

約
１
億
３
千
万
円
）。

来
年
９
月
の
完
成
を

め
ざ
し
、工
事
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

サ
フ
ラ
ン
は
甘
い
？
苦
い
？

緑
豊
か
な
森
に

無
電
柱
化
事
業
を
学
ぶ

県
産
豚
肉
の
消
費
拡
大
と
食
育

の
推
進
を
目
的
に
、
大
分
県
養
豚

協
会（
工
藤
厚あ
つ
の
り憲

会
長
）に
加
盟
す

る
市
内
の
養
豚
農
家
が
学
校
給
食

１
７
５
３
食
分
、
豚
肉
96
・
５
キ
ロ

を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。

10
月
26
日
、
生
産
者
５
人
が
竹

田
小
学
校
を
訪
れ
、「
豚
肉
に
は
多

く
の
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
お

い
し
く
食
べ
て
」
と
あ
い
さ
つ
。
児
童

た
ち
は
「
ソ
ー
ス
ト
ン
カ
ツ
」
を
生

産
者
と
一
緒
に

味
わ
い
ま
し

た
。
大
き
な
ト

ン
カ
ツ
を
ほ

お
ば
っ
て
い
た

渡
邊
隼し
ゅ
ん
の
す
け

之
介

く
ん（
６
年
）は

「
や
わ
ら
か
く

て
ジ
ュ
ー
シ
ー
」

10
月
30
日
、
南
部
小
学
校
の
３
年

生
29
人
が
、
竹
田
市
吉
田
の
サ
フ
ラ

ン
農
家
、
長
谷
川
暢の
ぶ
ひ
ろ大
さ
ん
・
敦
子
さ

ん
宅
で
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る

本
市
の
特
産
品
サ
フ
ラ
ン
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

朝
晩
の
気
温
が
下
が
る
10
月
下
旬

が
、
サ
フ
ラ
ン
の
開
花
・
収
穫
の
最
盛

期
。
日
光
の
当
た
ら
な
い
室
内
に
は
、

薄
紫
色
の
花
が
一
面
に
広
が
り
、
手

県
と
イ
オ
ン
環
境
財
団
、
本
市
の

共
催
に
よ
る
「
第
３
回
竹
田
市
植
樹

祭
（
第
18
回
豊
か
な
国
の
森
づ
く
り

大
会
）」
が
11
月
10
日
、
直
入
町
長
湯

の
植
樹
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
最
後
と
な
る
植
樹
祭
に
は

約
８
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
。
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
の
斜
面
に

ケ
ヤ
キ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
10
種
類
、

９
千
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
回
の
植
樹
に
よ
り
約

２
万
３
千
本
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
た

伐
採
跡
地
は
、
緑
豊
か
な
森
に
再
生

し
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
交
通
対

策
を
目
的
に
、
市
で
は
電
線
類
を
地

中
に
埋
設
す
る
「
電
線
類
無
電
柱
化

整
備
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

11
月
12
日
に
は
、
竹
田
小
学
校
の

６
年
生
24
人
が
工
事
現
場
を
見
学

し
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
る
幅
１
・
３

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
２
・
３
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
ホ
ー

ル
の
内
側
に
、
水
性
塗
料
を
使
い
手

形
を
押
し
ま
し
た
。
内
山
慶よ
し
ひ
こ彦
く
ん

は
「
通
り
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
、

観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
ま
ち
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

作
業
で
の
雌
し
べ
の
摘
み
取
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
た
ち
は
長
谷
川
さ
ん
か
ら
「
花

を
食
べ
て
み
て
」
と
勧
め
ら
れ
、
花
び

ら
や
雌
し
べ

を
口
に
入
れ

て
味
わ
う
な

ど
、
楽
し
み

な
が
ら
サ
フ

ラ
ン
の
特
徴

を
学
習
し
て

い
ま
し
た
。

と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま

し
た
。

11
月

13

日
に
は
「
有

害
鳥
獣

の

活
用
方
法

を
知
り
、
ジ

ビ
エ
料
理

に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
竹
田
オ
ー

ス
ト
リ
ッ
チ
フ
ァ
ー
ム
解
体
販
売

所（
竹
田
市
飛
田
川
）
の
吉
良
富と
み
の
り伯

さ
ん（
76
歳
）
か
ら
66
キ
ロ
の
シ
カ

肉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

直
入
小
学
校
で
は
「
シ
カ
肉
の

キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
が
給
食
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
登
場
し
、
児
童
ら
は
「
臭
み

が
な
く
て
、
お
い
し
い
」
と
口
に
運

ん
で
い
ま
し
た
。

おいしい豚肉、シカ肉 “ありがとう”

↑大きなトンカツをガブリ！

↑初打設を祝う関係者の皆さん

↑「花びらは甘い。雌しべを食べたら
舌が黄色くなった」と児童たち

↑今回の植樹には久住小学
校の児童も参加

↑マンホールに手形を押す
児童たち

↑シカ肉を無償提供した吉良さん（右端）と一緒
にカレーを食べる児童たち

建設中の玉来ダム

コンクリート打設、始まる
竹田市川床と志土知に建設を進

めている玉来ダムで10月29日、ダム
本体コンクリートの初打設が行われ
ました。

玉来ダムは平成26年６月から工
事に着手、平成29年４月にダム本体
工事に入りました。本体部の掘削が
完了し、今後はコンクリートの打設を
進め、2021年３月までに約18万立方
メートルを打設する予定です。工事
を請け負う大成建設株式会社九州

支店の秋里乃
の ぶ ひ ろ

武宏副支店長は「英知
と技術を結集し、工期内に無事故無
災害で完成させたい」としています。

歴
史
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
着
工
へ

↑市民フォーラム
等 で 出 さ れ た
意見を反映し、
景観に配慮した

「竹田市歴史文
化交流センター

（仮称）」の完成
予想図
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たけたんトピックス　　　　　　　　　  たけたの話題は市公式ホームページ（https://www.city.taketa.oita.jp/photo-news/）でも紹介しています。



決算
地方自治法第 243 条の 3 第 1 項、竹田市財政状況の

作成及び公表に関する条例第 2 条の規定に基づき、

平成 29 年度の決算状況を公表します。

市民１人あたりの行政サービス
1 人あたり 1 年間で 893,039 円が使われました。昨年度より 36,570 円の増。

1 人あたりの市税負担は 90,127 円。昨年度より 5,388 円の増。

議会・総務費
136,457 円

民生費
214,537 円

衛生費
58,539 円

労働・商工費
20,965 円

農林水産業費
113,142 円

地方税の内訳 土木・災害復旧費
99,435 円

消防費
27,855 円

教育費
131,579 円

公債費
90,530 円

市議会や市役所の運営、
選挙、市税など

高齢者、障がい者、
児童福祉など

検診や予防接種、ゴミや
し尿処理など

雇用対策、商工業 や
観光の振興など

農業や林業の振興など

道路や河川、住宅や
公園の整備など

消防、水防、救助活動
など

学 校 教 育・文 化・
スポーツ振興など

市の借金の返済など
税目

市 民 1 人 あ
たりの負担額

市 民 税 35,946 円

固 定 資 産 税 42,202 円

軽 自 動 車 税 4,273 円

市 た ば こ 税 5,916 円

入 湯 税 914 円

都 市 計 画 税 876 円
合計 90,127 円

基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別に
積み立てられ、または、定額運用するために設けられた資
金及び財産です。平成29年度の残高は、財政調整基金33
億8,266万円、減債基金７億1,792万円、その他特定目的
基金47億8,881万円、定額運用基金１億7,142万円となっ
ています。

また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を
超えて行われるものを地方債（市債）といいます。地方債
で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将来
にわたり利用するものです。その返済は利用する次の世
代の方々にも負担してもらうという考えに基づいていま
す。

平成29年度も元利償還金の７割が交付税措置される有
利な地方債を活用しました。その発行額は19億8,576万
円で、主な事業は総合文化ホール整備事業、電線類無電柱
化推進事業、道路改良事業、県営土地改良事業、消防施設
整備事業、災害復旧事業等がありました。

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状況
を把握します。このいずれかが一定基準以上となった場
合には、財政健全化計画または財政再生化計画を策定し、
財政の早期健全化を図らなければなりません。

竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額が
ありませんでした。実質公債費比率は4.5％、将来負担比
率は5.9％となっており、昨年度より上昇しています（平
成28年度実質公債比率4.4％、将来負担比率はマイナス）。

引き続き有利な地方債の発行や国庫等の補助金の活用
により、財政基盤の強化に努めていきます。

基金と地方債
基金残高は   90 億 6,081 万円

借金残高は 147 億 9,023 万円

健全化判断比率
いずれも早期健全化基準を下回り、

健全な財政状況となっています。

健全化判断比率 比率 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 − 13.31％

連結実質赤字比率 − 18.31％

実 質 公 債 費 比 率 4.5％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 5.9％ 350.0％

知らせします
国・県からの交付金などにどのくらい

収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で     竹田市をチェックしてください。

広報たけた平成 30 年 12 月号 10



竹田市の財政状況をお
　竹田市の平成 29 年度の決算がまとまりました。税金や

収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で     竹田市をチェックしてください。

一般会計の歳入と歳出
歳入 208 億 1,972 万円、うち自主財源は 　51 億 5,868 万円。

歳出 198 億 3,528 万円、うち義務的経費に 76 億　619 万円。

人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税や地方
交付税等の経常一般財源がどの程度投入されたかを見る
指標で、この比率が低いほど普通建設事業費などの臨時経
費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に富ん
でいることになります。

県内平均と同水準にあるものの、平成28年度の93.2％か
ら平成29年度は91.7％と1.5ポイント改善しています。

基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需要額
（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去３年間の平均

値を財政力指数といい、地方公共団体の財政力を示す数値
です。

この値が高いほど財政力が強いということになりますが、
竹田市は0.239と微増ながら改善しています。今後も収納
率の向上や企業誘致など財政基盤の強化を図ります。

経常収支比率  平成28年度より1.5㌽改善 財政力  国への依存度が高い

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金

○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税

○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金

○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金

○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

平 成 29 年 度 の 一 般
会計 の 歳入 は、208億
1,972万円でした。

内訳は国・県の補助金
等を頼りにした依存財
源が156億6,104万円で
75％、市の自主財源の
うち地方税（市税）は20
億181万円で、歳入全体
の10％ほどです。

平成29年度の一般会
計の歳出は、198億3,528
万円 でした。性質的 に
見ると、義務的経費（人
件費・扶助費・公債費）が
76億619万円 で 全体 の
38％、そのうち借金返済
のための公債費が20億
1,076万円です。

投資的経費（ 普通建
設事業費・災害復旧事業
費）が50億9,879万円で
26％、その他の経費（物
件費等）が71億3,030万
円で36％となっています。

歳入

地方交付税
81億4,614万円（39％）

地方譲与税ほか
7億6,496万円（4％）

繰越金ほか
19億7,337万円

（9％）

繰入金
11億8,350万円
　　　   （6％）

地方税
20億181万円（10％）地方債

19億8,576万円
（9％）

歳入合計
208億
1,972万円

国庫支出金
26億5.302
万円（13％）

県支出金
21億1,116万円

（10％）

県支出金
21億1,116万円

（10％）

歳出

歳出合計
198億
3,528万円

人件費
32億1,749万円

（16％）

繰出金ほか
25億8,940万円

（13％）

扶助費
23億7,794

万円（12％）物件費
29億2,198

万円（15％）

普通建設事業費
42億6,072万円

（22％）

災害復旧事業費
8億3,807万円

（4％）

補助費等
16億1,892万円

（8％）

公債費
20億1,076
        万円
　   （10％）

財政力

25年度 26年度 27年度 28年度

か

0.234

0.236

29年度

0.234

0.235

0.234

0.235

0.2360.236

0.2390.239

0.2390.239

0.243
経常収支比率

25年度 26年度 27年度 28年度

91.7

94.5

29年度
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竹田市の財政状況をお知らせします



 今後の財政運営について……
今回は平成29年度の決算状況をお知らせしました。地域経済の底上げ、産業振興、移住・定住対策や社会保障の充実などの重

点施策への取り組みと総合文化ホール整備事業、社会資本整備総合交付金事業等の実施により、歳入歳出とも増加しました。

今後も、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、最終段階に入った城下町再生プロジェクトのほか、農林畜産業・観

光業などの地場産業の育成にも可能な限り対応していくとともに、平成27年度に策定した「公共施設等総合管理計画」に基づき、

老朽化した公共施設等の維持管理費対策にも取り組んでいく予定です。

事務事業や組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略を立て、将来を見

据えた行財政運営を心がけます。

市民の皆さまには今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。

問竹田市財政課　☎63‒1111（内線231・232）

収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な収入は水

道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。

資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は他会計

負担金やその他資本的収入で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、当年度分損益勘定留保資金（934万円）、

過年度損益勘定留保資金（5,079万円）、消費税及び地方消費税資本的収支調整額（300万円）で補填しました。

市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課税

される目的税です。都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹

田地域の一部が対象となります。

平成29年度の都市計画税徴収額は1,946万円で、竹田玉来線街路事業等に

係る地方債の償還金に充てています。

入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますので、

主として宿泊入湯客が課税の対象となります。

平成29年度の入湯税徴収額は2,030万円で、観光振興として温泉療養保健

制度の関連経費、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

総合文化ホールの整備などの理由によ

り、建物は1,853㎡増加しました。

水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金　3,824円（消費税抜）

目的税  入湯税と都市計画税の使いみち財産  土地は減少、建物は増加

特別会計

収益的収入及び支出

収入額 支出額 差　引
1 億 6,845 万円 1 億 6,823 万円 22 万円

資本的収入及び支出

収入額 支出額 差　引
2,310 万円 8,623 万円 △ 6,313 万円

業務量

事　項 平成 29 年度
年 度 末 給 水 人 口 6,781 人

年 度 末 給 水 戸 数 3,288 戸

年 間 配 水 量 1,289,385㎥

１ 日 平 均 配 水 量 3,533㎥

有 収 率 67.34%

企業債残高

財 務 省 九 州 財 務 局 2 億 4,967 万円

地方公共団体金融機構 1,797 万円

計 2 億 6,764 万円

固定資産の現在高

有 形 固 定 資 産 15 億 1,863 万円

無 形 固 定 資 産 8 万円

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引

竹田市立こども診療所特別会計 1億617万円 8,960万円 1,657万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億2,103万円 2億2,083万円 20万円

長湯温泉療養文化館特別会計 5,279万円 5,273万円 6万円 農業集落排水事業特別会計 8,048万円 8,044万円 4万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 42億8,106万円 41億1,215万円 1億6,891万円 浄化槽整備推進事業特別会計 2億245万円 2億241万円 4万円

後期高齢者医療特別会計 3億8,073万円 3億8,073万円 0万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3億1,946万円 3億1,946万円 0万円

介 護 保 険 特 別 会 計 34億2,309万円 33億948万円 1億1,361万円

財産の種類 財産状況

土　地

（うち山林）

       36,402,682㎡

      （14,255,596㎡） 

建　物 235,300㎡

立　木 374,576㎡

車　両 190 台

広報たけた平成 30 年 12 月号 12

竹田市の財政状況をお知らせします



前
回
は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
良
い
効
果
」
と
い

う
点
を
少
し
掘
り
下
げ
て
説
明
し

ま
し
た
。
今
回
は
長
野
県
飯
田
市

を
例
に
お
話
し
し
ま
す
。

長
野
県
飯
田
市
に
は
地
域
環
境

権
条
例
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
飯
田
市
域
の
豊
富
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
活
用
し
て
、
低

炭
素
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
条
例
で
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
は
本
来
地
域
住
民
や

土
地
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
た

め
、
そ
れ
ら
は
地
域
住
民
こ
そ
が
優

先
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。

発
電
事
業
は
大
き
な
投
資
が
必

要
と
な
る
た
め
、
住
民
自
治
組
織

な
ど
で
は
事
業
化
し
づ
ら
く
、
結

果
、
地
域
外
の
大
企
業
に
よ
る
地
方

で
の
開
発
な
ど
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

飯
田
市
の
地
域
環
境
権
条
例
に
お

い
て
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
は
地
域

の
不
利
益
と
想
定
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
は
市
民
主
体
の
事
業
体

が
優
先
的
に
活
用
で
き
る
こ
と
を

定
め
、
そ
し
て
、
事
業
体
信
用
補
完

や
事
業
に
関
す
る
助
言
な
ど
を
用

意
し
、
事
業
体
支
援
ま
で
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
事
業
は
、

地
域
に
発
生
す
る
事
業
収
益
や
雇
用

の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
直
接

的
な
経
済
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

前
々
回
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
竹

田
市
新
電
力
事
業
体
も
、
将
来
的

に
は
地
域
住
民
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
起
こ
し
や
す
い
よ
う
に
、
事

業
化
支
援
機
能
も
持
た
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
内
に
少
し
で
も
多
く

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
が
増

え
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
電
力
を
竹

田
新
電
力
事
業
体
が
購
入（
仕
入

れ
）し
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
も
う
一

つ
の
地
域
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
次
号
、「
地
域
新
電
力
の
経
済
効
果
」

に
続
く
。）

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ　

下
村
崇
顕

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

市民主体のエネルギー発電事業
 Vol.8  

竹田の婚活を＂のぞき見＂コラム③

好みの相手はどうやって決まる？
凸凹カップルが生まれる裏側

婚活の現場にいると、不思議なカップルが誕生することが

あります。「美女と野獣」の言葉どおり外見的に違いがある

２人もいれば、性格も価値観も合うようには見えないことも。

自分と違う相手にこそ惹かれるとはいうけれどそれにし

ても ! でも二人一緒にいる空間に立ち合うと、納得してしま

うことが多いのです。条件でも、釣り合いでも、理屈でもなく、

別の何かが２人を結びつけている。

いったい人の好みの相手はどうやって決まるのでしょう？

一説によると、人はそれぞれパートーナーを探す「サーチイ

メージ」を持っているそうです。それは６歳前後から形成が

始まっていて、自分と一番時間を長く過ごす人をベースにそ

のサーチイメージは作られる。

多くの場合はお父さんやお母さんに似てくると言われて

います。顔や性格だけでなく、手の形、耳たぶの長さ、目と目

の間隔とはっきりと認識しないような特徴も含まれて、ぼん

やりとした自分の理想像ができているのだとか。

どこまで本当かは別にして、そういうよくわからない作用

があるとしか思えないほど、出会いの場は不思議な引力にあ

ふれています。

竹田で新しい引力が生まれることを願いつつ、今日もイベン

トの計画を立てています。

竹田えんむすび公式サポーター

合同会社fufu  代表 市原史帆

竹
田
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
10
月
31
日
、
大
分
県
豊
肥
振

興
局
付
属
棟
２
階
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
保
護
司
会
活
動
の
拠

点
と
し
て
全
国
で
設
置
が
始
ま
っ
て

い
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
県
内
で

は
12
保
護
区
の
う
ち
８
つ
の
保
護
区

で
既
に
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
竹

田
は
９
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
竹
田
保
護
区
保
護
司
会

の
大
塚
邦
彦
会
長
は
「
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
更
生
保

護
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

今
後
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
、
刑
務

所
か
ら
の
仮
釈
放
や
保
護
観
察
処

分
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
の
面

接
を
行
い
、
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を

防
止
す
る
企
画
の
立
案
や
、
情
報
発

信
活
動
に
も
広
く
利
用
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

↑センターの開所は火・木・金曜日の午前10時～
午後４時。保護司が１名常駐し応対します。
問い合わせは竹田更生保護サポートセンター

（☎080-6410-6468）まで

↑長野県飯田市の市民エネルギー発電所

↑関係者約50人が出席した開所式

更生保護の
  活動拠点が開所
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竹田の婚活をのぞき見コラム ほか



１
・第58回日本南画院展大作展（～３日）（竹田市
　総合文化ホール〈グランツたけた〉）
・第30回豊肥地区解放文化祭 9:00～（久住公民
　館くじゅうサンホール）
・司法書士会無料法律相談会 9:00-12:00（竹田分
　館） ☎63-1408（後藤聰司法書士事務所）
・第14回歳末助け合いチャリティーショー
　［午前の部］10:00-12:00  ［午後の部］14:00-16:00
　（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）
・童謡100年トライアングル展（～16日）
　（竹田市立図書館）
・スポーツビューティースクール〈女性限定〉
　ヨガ体験会 19:00～（竹田市直入B&G海洋セン
　ター体育館）※参加料500円 ☎63-4817（竹田
　市生涯学習課）

こ

６
・竹田温泉「花水月」休館日
・水の駅おづる臨時休業日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）
・おはなしルーム 14:00-14:30
　（竹田幼稚園）

７
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター体育館） 
　☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）
・舞台 “HandY ～ハンディ～”
　①14:00開演 ②19:00開演（竹田
　市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）※一般2000円、高校生以
　下1000円（当日は各500円増）
　☎63-4837（竹田市文化政策課）

８
・第45回竹田市少年少女駅伝ロー
　ドレース大会 9:30～開会式 9:50
　スタート（竹田市総合運動公園）
・荻地域人権啓発推進講演会
　13:30-15:00（緑ヶ丘中学校体育館）
・直入地域人権啓発推進講演会
　13:30-15:00（直入公民館大ホール）

13
・竹田温泉「花水月」休館日
・奥豊後の石造物をめぐる旅 （豊
　後大野市朝地町と大野町） 9:00
　までに市役所駐車場集合※参加費
　1000円 ☎62-4100（竹田創生館）

14
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター体育館） 
　☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）

15
・童謡詩人「矢崎節夫」講演会
　18:00～（竹田市立図書館）

20
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり開
　始（豊後豊肥家畜市場）
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総
　合社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
　支所）※要予約（相談日の前日午前
　中まで） ☎63-3346（竹田市心の相
　談支援事業所）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部
　幼稚園）

21
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター体育館）
　☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）

22

27
・竹田温泉「花水月」休館日
・荻の里温泉休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00
　（大分県豊肥振興局）※要予約 
　☎63-1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保
　健センター）※要予約（相談日の前日午
　前中まで） ☎63-3346（竹田市心の相談
　支援事業所）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥
　保健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊
　肥保健所）

28
・荻の里温泉休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

　市直入 B&G 海洋センター体育

　館） ☎75-3688（竹田市保険健康

　課温泉利用相談室）

・竹田市消防団年末夜警（～30日）

29
・荻の里温泉休館日

よりそいカフェに
参加しませんか

【竹田】
・７日・21日㈮
　13：30-15：30 古町商栄会

【荻】
・11日・25日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】
・11日㈫ 13：00-15：00

　久住「りんどう」

・19日㈬ 13：00-15：00

　白丹温泉ふれあいの湯

【直入】
・７日・21日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・６日・13日㈭
　13：00-15：00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・ ★ ４日㈫ 13：00-15：00
　入田分館
・ ★ 12日㈬ 13：00-15：00
　嫗岳分館
・19日㈬ 13：00-15：00
　宮砥分館

【都野】
・５日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・15日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セ
ンターによる認知症予防講座
を開催します。

よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。

月
間
・
そ
の
他

〇歳末たすけあい運動（～12/31）

〇大気汚染防止推進月間

〇地球温暖化防止推進月間

〇省エネ総点検の日（12/１）

〇障害者週間（12/３～９）

〇人権週間（12/４～10）

〇北朝鮮人権侵害問題啓発週間

（12/10～16）

１月上旬の主な予定　※11月21日現在

  １日㈫ ・2019年荻地域新春歩こう会 6:00～開会式・スタート（荻公民館から馬背野

 　の高鼻公園まで）※参加料は小学生以上100円 ☎68-2025（荻公民館）

  ２日㈬ ・第42回相良慶隆杯竹田新春マラソン大会 9:30～開会式、10:00スタート

 　（竹田市総合運動公園陸上競技場）☎090-4511-1288（竹田市陸上競技協会・

 　志賀）

  ３日㈭ ・第32回新春たこあげ大会 9:00～受付 9:30～開会（竹田市総合運動公園）

 　※材料費500円（先着80人）☎62-4861（竹田市レクリエーション協会事務

 　局・後藤）

 13日㈰ ・平成31年竹田市消防出初式 9:00～（竹田市総合運動公園）

 ・平成30年度竹田市成人式 12:00～受付 13:00～開会（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

12月１日は「世界エイズデー」です

今年のテーマは「ＵＰＤＡＴＥ！エイズ治療のこと ＨＩＶ検査のこと」。
ＨＩＶに感染しても明らかな自覚症状はありませんが、他人に感染させ
る力はあります。早期発見・早期治療が重要ですので、ＨＩＶ検査を受
けましょう。

大分県豊肥保健所では毎週火曜日の午前10時～12時に無料、匿名
のＨＩＶ検査を行っています。

検査を希望される方は、前日までに豊肥保健所へご予約をお願いし
ます。

問大分県豊肥保健所　☎0974-22-0162

人権学習学級
部落差別の「いま」やヘイトスピ

ーチ…私たちはインターネットと

どう向き合うかを問われています。

どなたでもご自由に受講できま

すので、お気軽にご参加ください。

日時　12月19日㈬　午後３時～

会場　竹田市役所３階会議室

内容　「『寝た子』はネットで起こさ

　　　れる?!」

講師　山口県人権啓発センター

　　　事務局長　川口泰司さん

問竹田市生涯学習課　☎63-4817

↑竹田新春マラソン大会（前回
の様子）
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陽目の里「名水茶屋」休業のお知らせ　陽目の里「名水茶屋」は12〜３月まで冬期休業します。

　 こ よ み



２
・第72回竹田市駅伝競走大会
　9:15～開会式 10:00スタート（竹
　田市総合運動公園）
・日本南画院揮毫会 10:00-12:00
　（竹田市総合文化ホール〈グラ
　ンツたけた〉）

３
・荻の里温泉休館日
・第12回竹田市農業委員会総会
　15:00～（ 市役所本庁3階第5会
　議室）

４
・直入地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（直入
　公民館）※事前予約必要（検査料3240円） ☎75-
　2211（直入支所地域振興課）
・人権なんでも相談所 9:00-16:00（大分県地方法
　務局竹田支局）※相談無料 ☎62-2315（竹田人権
　擁護委員協議会（大分地方法務局竹田支局内））
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書館お
　はなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G海洋
　センター体育館） ☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）※要予
　約（相談日の前日午前中まで） ☎63-3346（竹田
　市心の相談支援事業所）

５
・水の駅おづる休業日

９
・平成30年度大分県「障がい者週
　間」福祉大会「豊肥大会」 9:30～
　（竹田市総合文化ホール〈グラ
　ンツたけた〉）

10 11
・人権なんでも相談所 9:00-16:00（大分

　県地方法務局竹田支局）※相談無料 
　☎62-2315（竹田人権擁護委員協議会

　（大分地方法務局竹田支局内））

・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり開始

　（豊後豊肥家畜市場）

・おはなしひろば10:30-11:00（竹田市立

　図書館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入

　B&G 海洋センター体育館） ☎75-3688
　（竹田市保険健康課温泉利用相談室）

12
・もぐもぐ教室（５～６か月児）
　9:30～受付（竹田市総合社会福
　祉センター）

16
・B&G親と子の健康教室 9:00～受付
　（竹田市体育センター） ☎63-4817
　（竹田市生涯学習課）
・第11回雪っこカーニバルin久住
　9:00-13:00（久住公民館）
・第30回さとうよしみ竹田童謡祭
　12:30～（竹田市総合文化ホール〈グ
　ランツたけた〉）
・平成30年度竹田市消防団荻方面隊
　火災防御訓練 13:00～（荻小学校グ
　ラウンド）

17
・荻の里温泉休館日

18
・人権なんでも相談所 9:00-16:00（大分県地
　方法務局竹田支局）※相談無料 ☎62-2315
　（竹田人権擁護委員協議会（大分地方法務
　局竹田支局内））
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書
　館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G
　海洋センター体育館） ☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）
・第30回「クリスマス音楽の夕べ」
　18:00-20:00（竹田市総合文化ホール〈グラ
　ンツたけた〉）※入場料500円（小学生以下
　300円） ☎63-1823（瀧廉太郎会・堀）

19
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談[ 完全予約制] 10:00-15:00
　（竹田市高齢者いきいき交流センター）
　 ☎097-552-1211（日本年金機構大分年金
　事務所）
・１歳６か月健診 13:00～受付（竹田市総合
　社会福祉センター）
・大分県行政書士会無料相談会13:00-16:00
　（大分県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-
　7089（大分県行政書士会事務局）
・久住地域人権啓発推進講演会 18:00-20:00
　（久住公民館くじゅうサンホール）

23 天皇誕生日

・市民企画応援プロジェクト
　「猿田彦男声合唱団コンサート」 
　14:30～開場 15:00～開演（竹田
　市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）※入場料は一般1000円、
　小学生以下無料 全席自由（※未
　就学児入場可） ☎63-4837（竹田
　市文化政策課）

24 振替休日

・第21回クリスマス・キャロル
　13:30-15:00（竹田市総合社会福
　祉センター）

25
【納期限】市県民税（4期）、国民健康保険税（9期）、介

護保険料・後期高齢者医療保険料（6期）
・人権なんでも相談所 9:00-16:00（大分県地方法務

　局竹田支局）※相談無料 ☎62-2315（竹田人権擁

　護委員協議会（大分地方法務局竹田支局内））

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書館おは

　なしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入 B&G 海洋

　センター体育館）☎75-3688（竹田市保険健康課

　温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市総合社会福

　祉センター）※要予約（相談日の前日午前中まで） 

　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

26

30 31
・長湯おんせん市場・水の駅おづ
　る休業日（～１月２日）

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

12月19日㈬
午前10時

～正午

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

年末年始の営業のお知らせ 年末年始のごみ収集、汲み取り業務
★竹田温泉花水月（☎64-1126）
　特別営業
　 12月28日㈮ 大浴場 11:00～22:00
　 12月29日㈯～31日㈪ 大浴場 11:00～21:00
 　１月 １日㈫ 大浴場 9:00～21:00
 　１月 ２日㈬・３日㈭ 大浴場 11:00～21:00
　 １月 ４日㈮　臨時休業
　通常営業
　 １月 ５日㈯ 大浴場 11:00～22:00
　※露天風呂は12月～３月の間、土・日・祝日のみ
　　（年末年始を除く）営業します

★長湯温泉療養文化館「御前湯」（☎64-1400）
　 12月30日㈰まで通常営業します
　 12月31日㈪～１月３日㈭は6:00～18:00
 　１月 ４日㈮から通常営業します

★長湯おんせん市場（☎75-2805）
　水の駅おづる（☎64-7277）
　12月 31日㈪～１月２日㈬は休業します

★荻の里温泉（☎64-9595）
　12月 27日㈭ ～ 29日㈯は休館、
　12月 30日㈰～１月３日㈭は営業します

12月29日㈯から１月３日㈭まで、年末年始

の休日のため、竹田市清掃センターの業務、ご

みの定期収集及びし尿汲み取りは行いません。

１月４日㈮から通常業務となります。

また、年内のし尿汲み取りは12月21日㈮ま

でです。竹田衛生社（☎63-3546）へお申し込

みください。

問竹田市市民課環境衛生係　☎63-4821
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 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日
の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



本市を代表するスポーツイベント「第
32回岡の里名水マラソン大会」を来年３
月３日㈰に開催します。

今回、大会コースの距離計測を行ったこ
とで、「全日本マラソンランキング」及び「日
本ハーフマラソンランキング」の対象大会
に認定され、これまで以上に注目が集まっ
ています。

湧水と渓谷の水のせせらぎを感じなが
ら走ってみませんか？
種目　フルマラソン、ハーフマラソン、10
キロ、史跡めぐりウォーク
エントリー締切　専用振替は12月17日㈪、
インターネットは12月27日㈭
※詳細は大会ホームページ
　（http://www.okanosato-meisui.jp/）を
　ご覧ください。
問岡の里名水マラソン大会実行委員会事
務局（竹田市生涯学習課内）　☎63-4817

今年度中に開通予定の中九州横断道路
「朝地ＩＣ〜竹田ＩＣ間」の約６キロを歩く
「ウォーキング大会」を開催します。

日時　12月23日㈰　午前８時〜受付
　　　午前９時30分スタート
場所　中九州横断道路「朝地竹田間」本線上
※受付、開会式、スタート・ゴールは中九州
横断道路「竹田ＩＣ内」
参加料　無料
参加方法　所定の用紙にて郵送またはＦ
ＡＸで事前申し込み
※申込書は市役所本庁、各支所に設置
申込締切　12月14日㈮必着　※申し込み
により受付ができた方のみ案内文書を送付
距離　12キロ（片道６キロ）としますが、自
身の判断で途中折り返しも可能
駐車場　市役所駐車場、竹田小学校グランド
※詳細はパンフレットまたは竹田市公式
ホームページをご覧ください。
問竹田市建設課
　☎63-1111（内線246・249）  FAX 63-3948
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12がつ

風光明媚なコースを走ってみませんか？

中九州横断道路を歩いてみませんか？

希望する教育保育施設 申請書提出先

・保育所（園）

・認定こども園（保育を

　必要とする子ども）

竹田市社会福祉課

及び

各支所地域振興課

・認定こども園（教育利

　用を希望する子ども）
なおいりこども園

・幼稚園（教育利用を

　希望する子ども）
しらゆり幼稚園

申請書の提出先

広報たけた平成 30 年 12 月号 16



今年は、「犬のおまわりさん」「アイスクリー
ムのうた」を作詩した「佐藤義美」先生の没後
50年、童謡祭は30回目を
迎える年です。

今回はソプラノ歌手の
福嶋由記さんが義美先生
の曲を中心とした童謡コ
ンサートを開催するほか、
マジックショーやゲーム
コーナーなど、ご家族皆さんで楽しむことが
できる内容をご用意しています。多くの皆さ
んのお越しをお待ちしています。
日時　12月16日㈰　午後０時30分〜
会場　竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉
内容
・童謡コンサート（キナーレ）
ソプラノ歌手「福嶋由記」コンサート、よしみ合
唱団と荻・直入の放課後児童クラブによる合唱
・子ども縁日（創作広場ほか）

1918年に日本初の童話童謡雑誌「赤い鳥」
が誕生して今年で100年目を迎えます。「赤
い鳥」は特に童謡において
一流の詩人、作曲家が参加
した画期的なもので、自由
で芸術的かつ子どもを大切
にした雑誌でした。

この記念すべき年にあた
り、大分、山口、福岡の３県
を出身地とする佐藤義美、金子みすゞ、まど
みちお、北原白秋、与田準一の記念館、美術
館、博物館をつなぎ「童謡100年トライアン
グル展」を開催します。

日本を代表する童謡、童話作家の貴重な資
料等を展示していますので、この機会にぜひ、
多くの名作を生み育てた作家たちの代表作
など関連資料をお楽しみください。

また、童謡詩人の矢崎
節夫氏をお迎えし講演会
を開催します。矢崎氏は
佐藤義美に師事し、顕彰
活動を続けられる一方、
金子みすゞ記念館館長と
して、詩人「金子みすゞ」

の魅力を多くの人に伝えています。
今回は５人の詩人についてお話いただき、

深い童謡の世界へ皆さんを誘います。
〈童謡100年トライアングル展〉

開催期間　12月16日㈰まで
会場　竹田市立図書館

〈童謡詩人「矢崎節夫」講演会〉
日時　12月15日㈯　午後６時〜
会場　竹田市立図書館

問竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817
／佐藤義美記念館　☎63-2650

童謡童話の世界に誘います
さとうよしみ竹田童謡祭実行委員会主催

第30回さとうよしみ竹田童謡祭

童謡100年トライアングル展＆
童謡詩人「矢崎節夫」講演会

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
63-

４
８
３
３

竹
田
幼
稚
園　

☎
63-

１
０
８
１

南
部
幼
稚
園　

☎
63-

１
０
８
４

直
入
幼
稚
園　

☎
75-

２
２
３
０

  

子
育
て
支
援

「
竹
田
市
す
こ
や
か
子
育
て
応

援
券
」
が
利
用
で
き
る
お
店

が
増
え
ま
し
た
！

11
月
1
日
よ
り
「
竹
田
市
す
こ
や

か
子
育
て
応
援
券
」
が
次
の
２
店
舗

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
竹
田
市
す
こ
や
か
子
育
て
応
援
券
」

利
用
可
能
店

・
㈲
暮
ら
し
の
衣
料
み
や
ざ
き
竹
田

店（
竹
田
市
拝
田
原
４
９
７
番
地
1
）

・
㈲
暮
ら
し
の
衣
料
み
や
ざ
き
久
住

店
（
久
住
町
大
字
栢
木
６
０
３
３
番

地
7
）

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係　

☎
63-

４
８
１
１

 

年　

金

あ
な
た
の
年
金
、
簡
単
便
利
な

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
！

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
年
金
記
録
や
将
来
受
け
取
る
年

金
の
見
込
額
、
保
険
料
の
支
払
い
漏

れ
や
届
け
出
漏
れ
は
な
い
か
な
ど
、
ご

自
身
の
年
金
に
関
す
る
情
報
を
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
ご
利
用
に
は
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
取

得
が
必
要
で
す
。「
年
金
手
帳
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
「
基
礎
年
金
番
号
」
を

用
意
し
て
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/

）

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

  

消
費
者
行
政

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求

（
架
空
請
求
）に
注
意

　

「
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
請
求
を
受

け
て
い
る
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」「
訴

訟
最
終
告
知
と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
が
覚
え
が
な
い
」
と
い
う
相

談
が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た
悪
質
事

業
者
が
、
そ
の
名
簿
に
基
づ
き
根
拠
の

な
い
請
求
ハ
ガ
キ
や
電
子
メ
ー
ル
を

大
量
に
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

請
求
ハ
ガ
キ
や
電
子
メ
ー
ル
等
に

は
「
自
宅
へ
出
向
く
」「
執
行
官
立
会
い

の
下
、
給
与
・
動
産
・
不
動
産
を
差
し

押
さ
え
る
」「
強
制
執
行
」
な
ど
不
安

を
あ
お
る
脅
し
文
句
が
書
い
て
あ
っ

た
り
、
実
在
す
る
事
業
者
を
か
た
っ
て

コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
料
金
等
を
請
求
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
請
求
を
受

け
た
人
の
中
に
は
書
か
れ
て
い
る
電

話
番
号
に
連
絡
し
て
し
ま
い
、
悪
質

事
業
者
と
の
や
り
取
り
の
中
で
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
も

し
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
た

場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
平

日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

  

農
林
業

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

回
収
し
ま
す

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
収
場
所
へ
運
搬

す
る
場
合
は
「
運
搬
車
両
の
表
示
」
及

び
「
書
面
の
備
え
付
け（
携
帯
）」
を
行

う
と
と
も
に
、
当
日
は
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

↑「佐藤義美」先生

↑童話童謡雑誌
「赤い鳥」

↑矢崎節夫氏
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回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農

業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
、
肥
料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、
育

苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
空
容
器
な
ど

※
農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

料
金　

個
人
・
法
人
と
も
32
円
／
キ
ロ

※
今
年
度
よ
り
料
金
が
大
幅
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
不
足
の
な
い
よ
う
に

料
金
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

「
農
業
用
生
分
解
マ
ル
チ
フ
ィ
ル

ム
」
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

市
で
は
「
環
境
に
配
慮
し
た
畑
作

営
農
の
推
進
」
を
目
的
と
し
て
、
平
成

31
年
度
の
作
付
け
に
使
用
す
る
生
分

解
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
に
要
す
る
経
費
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
生
分
解
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
と
は
、
使

用
後
４
か
月
で
土
中
の
微
生
物
に
よ

り
分
解
さ
れ
る
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
で
、

収
穫
後
の
回
収
作
業
に
か
か
る
労
力

を
低
減
す
る
こ
と
で
「
農
作
業
の
省

力
化
」
及
び
「
廃
プ
ラ
の
排
出
量
の
削

減
」
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
率　

３
分
の
１
以
内（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
補
助
率
の
変
動
あ
り
）

作
付
品
目　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
白
菜
、

大
根
、
レ
タ
ス（
全
4
品
目
）

補
助
金
交
付
対
象
者（
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
者
）

①
市
内
に
居
住
し
農
地
を
所
有
し
て

い
る
者
。
ま
た
は
市
農
業
委
員
会

で
使
用
賃
貸
借
の
許
可
を
受
け
、

市
内
で
農
業
を
営
む
者

②
作
付
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
の
畑

作
営
農
を
行
っ
て
い
る
者

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

申
込
方
法　

竹
田
市
西
部
営
農
地

区
推
進
協
議
会
事
務
局
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

12
月
27
日
㈭

▪申
　

・
問
竹
田
市
西
部
営
農
地
区
推
進

協
議
会（
事
務
局
）竹
田
市
農
政
課
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室　

☎
63-

４
８
０
５

／
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
豊
肥
事
業
部
菅

生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

☎
65-

２
３
３
１
／
同
荻
グ
リ
ー
ン
店　

☎

68-

２
８
０
７

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
等

森
林
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
29
年

４
月
１
日
以
降
に
提
出
さ
れ
る
「
伐

採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」

に
基
づ
く
伐
採
は
、
伐
採
後
の
造
林

状
況
を
確
認
し
た
「
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
に
係
る
森
林
状
況
報
告
書
」

の
提
出
が
、
森
林
所
有
者
等
に
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

造
林
の
計
画
が
植
栽
の
場
合
は
翌

年
度
の
４
月
１
日
か
ら
２
年
以
内
、

天
然
更
新
の
場
合
は
５
年
以
内
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
が
立
て
ら

れ
た
森
林
等
に
つ
い
て
は
、
伐
採
に
限

ら
ず
、
造
林
に
つ
い
て
も
実
施
後
の
届

出
が
従
来
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

伐
採
と
造
林
は
実
施
事
業
者
や
時

期
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
造
林
の

実
施
状
況
の
確
認
が
意
図
せ
ず
遅
れ

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
伐
採
に
際
し
、
造
林
の
実
施
方
法

な
ど
を
森
林
所
有
者
等
に
確
認
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
制
度
概
要
や
報
告
様
式
等

に
つ
い
て
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室　

☎
63-

４
８
０
５

お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

研
修
生
募
集

県
で
は
、
林
業
分
野
へ
の
就
職
を
め

ざ
す
方
や
、
新
た
に
林
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
林
業
の
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
成
31
年
度
の
研
修
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

・
一
次
募
集　

12
月
21
日
㈮
ま
で

・
二
次
募
集　

平
成
31
年
１
月
21
日

㈪
〜
３
月
１
日
㈮

研
修
期
間　

１
年
間
（
来
年
４
月
中

旬
〜
翌
年
３
月
中
旬
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
森
林
ネ
ッ
ト
お

お
い
た
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
受
講
申
込
書
の

様
式
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
、
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▪申
　

・
問
公
益
財
団
法
人
森
林
ネ
ッ
ト

お
お
い
た（
〒
８
７
０-

０
８
４
４ 

大

分
市
古
国
府
字
内
山
１
３
３
７-

15
）

☎
０
９
７-

５
４
６-

３
０
０
９

問竹田市農政課　☎63-4805
　大分県農協豊肥事業部園芸課　☎63-1224

場所 12月 １月 ３月 回収時間
菅生育苗
センター

５日㈬ 14日㈭

午前９時
～

午後３時

荻堆肥
センター

７日㈮ 16日㈬ 15日㈮

久住野菜
集出荷場

６日㈭ 12日㈫

直入野菜
集出荷場

　 13日㈬

回収日程（予定）
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林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
林
退
共
制
度
に
加
入

し
て
い
た
方
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請

求
手
続
き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い

方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま

た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は
、
被

共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金
を
受

け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

FAX
０
３-

６
７
３
１-

２
８
９
０

  

講
習
・
講
座

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

対
象
者　

消
防
法
施
行
規
則
第
31

条
の
６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消

防
庁
告
示
第
11
号
に
規
定
す
る
受

講
資
格
を
有
す
る
者

実
施
日　

第
１
種
消
防
設
備
点
検

資
格
者
は
平
成
31
年
２
月
13
日
㈬

〜
15
日
㈮
／
第
２
種
消
防
設
備
点

検
資
格
者
は
平
成
31
年
２
月
20
日

㈬
〜
22
日
㈮

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分（
大
分
市
金
池
南
１-

５-

１
）

申
込
期
間　

12
月
25
日
㈫
〜
平
成

31
年
１
月
25
日
㈮

受
講
料　

第
１
種
・
第
２
種
の
区
分

ご
と
に
３
１
８
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）、
受
講
料
の
ほ
か
に
合
否
判
定

通
知
郵
送
料
82
円
が
必
要

※
科
目
免
除
の
あ
る
方
は
、
受
講
料

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、（
一
財
）大

分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

（
一
財
）
大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※
受
講
申
請
書
・
講
習
の
手
引
き
は
、

県
内
の
消
防
本
部（
局
）、（
一
財
）
大

分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

▪申
　

・
問（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
〒
８
７
０-

０
０
２
３ 

大
分

市
長
浜
町
２-

12-

10 

昭
栄
ビ
ル
４

階
）  

☎
０
９
７-

５
３
７-

３
１
２
５

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

日
時　

平
成
31
年
１
月
30
日
㈬
・
31

日
㈭　

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

１
４
０
４
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
８
６
４
円

▪申
　

・
問（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４-

26-

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４-

26-

４
１
４
６

市
民
後
見
人
養
成
講
座

成
年
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判
所
が

関
与
し
て
認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が

い
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

に
代
わ
っ
て
、
金
銭
管
理
な
ど
日
々
の

暮
ら
し
の
手
続
き
を
援
助
し
ま
す
。

市
民
後
見
人（
社
会
貢
献
型
成
年

後
見
人
）に
関
心
の
あ
る
方
や
「
気
に

な
る
家
族
が
い
る
」
と
い
う
方
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
31
年
１
月
12
日
㈯
・
13

日
㈰
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
２
階

研
修
室（
大
分
市
役
所
北
側
）

受
講
料　

２
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

▪申
　

・
問
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

市

民
後
見
さ
さ
え
あ
い

☎
・
FAX
０
９
７-

５
４
３-

５
３
０
０

市内６箇所の郵便局で市の証明書を受け取れます
○市の証明書を受け取ることができる郵便局
　菅生、玉来、宮砥、城原、都野、下竹田の各郵便局
○市の証明書を受け取ることができる時間
　午前９時から午後５時まで（土・日・祝日・年末年始を除く）
○郵便局で受け取ることができる市の証明書　※手数料は市の窓口と同額

問竹田市役所　☎63-1111

　市民課市民係（内線111・112）／税務課管理係（内線121・122）

証　明　書 利用できる人 本人確認のための書類

戸籍謄本（除籍は除く）

戸籍抄本（　　〃　　）

本人または同
じ戸籍に載っ
ている人

１つでよいもの
運転免許証、マイナンバーカード、パス
ポート、写真付き住基カード、身体障害
者手帳等、国や県などが発行した写真
付きの公的証明書等
２つ以上必要なもの
健康保険証、介護保険証、各種年金証
書、年金手帳、写真のない住基カード

住民票の写し

（除票は除く）

本人または同
じ世帯の人

納税証明書

（軽自動車車検用除く）

完納証明書

所得証明書

課税証明書

所得・課税証明書

本人のみ

運転免許証、マイナンバーカード、パス

ポート、住基カード、身体障害者手帳、

健康保険証、介護保険証、国や県などが

発行した写真付きの各種免許証、各種

年金証書、年金手帳など１つ

印鑑登録証明書 上記の書類１つと印鑑登録証（カード）
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上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

寒
冷
期
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
管

は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
以
下
に
な

る
と
破
裂
し
た
り
、
凍
結
し
て
水
が

出
な
く
な
る
た
め
、
毎
年
こ
の
時
期

に
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

水
が
出
な
い
等
の
異
常
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
に

あ
る
副
止
水
栓
を
止
め
て
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。
副
止
水
栓
の
な
い
家

庭
は
、
修
理
の
時
に
必
ず
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
に
つ
い
て
は

使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

気
温
が
低
い
日
は
水
道
管
の
凍
結

防
止
の
た
め
、
水
道
管
に
も
防
寒
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
方
法
と
し

て
、
水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な

い
よ
う
、
保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
そ
の

上
か
ら
ヒ
モ
で
し
ば
っ
て
固
定
し
、

保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
等
で
下
か
ら
す
き
ま
な
く

重
ね
て
巻
き
ま
す
。
保
温
材
は
市
販

さ
れ
て
い
る
も
の
の
他
に
、
毛
布
・
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
ご
家
庭
に
あ
る
も

の
で
も
代
用
で
き
ま
す
。

問
竹
田
市
上
下
水
道
課

☎
63-

４
８
３
６

市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
等
を
す
す
め
て

い
ま
す

川
や
海
な
ど
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
炊
事
や
洗
濯
、
風

呂
等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
、
生
活

排
水
全
体
の
有
機
汚
濁（
水
質
を
汚

濁
さ
せ
る
汚
れ
分
）の
う
ち
70
％
以

上
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
し
尿

も
生
活
排
水
も
ま
と
め
て
高
度
に
処

理
す
る
市
町
村
設
置
型
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
対
象
区

域
に
住
ん
で
い
る
方
に
は
、
施
設
へ
の

加
入
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
浄
化

槽
か
ら
、
水
洗
ト
イ
レ
、
各
排
水
処
理

施
設
及
び
市
町
村
設
置
型
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
な
お
、
切
り
替
え
を
す
る
方

は
、
工
事
等
を
行
う
前
に
市
へ
の
申
請

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
竹
田
市

上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設　

荻

地
域
は
馬
場
、
桜
町
東
、
桜
町
西
、
桜

町
南
、
桜
町
栄（
一
部
区
域
外
あ
り
）

久
住
地
域
は
本
町
、
下
町
、
田
向
町
、

新
町
、
飛
森
、
建
宮
、
仲
村
、
道
園
、
阿

蔵
野
、
阿
蔵
野
東（
一
部
区
域
外
あ
り
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
排
水

処
理
施
設　

七
里
分
譲
地
の
一
部

③
市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽

①
及
び
②
を
除
く
区
域

問
竹
田
市
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
１
８
１
・
１
８
２
）

  

募　

 

集

平
成
31
年
度 

大
分
県
立
盲
学
校

入
学
者
募
集

〈
幼
稚
部
〉

対
象

〇
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０·

３
未

満
の
方
、ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機

能
障
が
い
が
高
度
な
方
で
、
拡
大

鏡
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
文
字
等
の

視
覚
に
よ
る
認
識
が
困
難
な
方

〇
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
方

〇
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
方

〇
県
内
に
在
住
し
、
平
成
25
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
28
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

出
願
期
間　

平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

〜
18
日
㈮　

※
出
願
書
類
は
平
成
31
年
１
月
７
日

㈪
か
ら
配
布

入
学
希
望
者
面
談
期
間

　

平
成
31
年
１
月
21
日
㈪
〜
24
日
㈭

の
午
後
３
時
〜
４
時

〈
高
等
部
〉

対
象

○
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方（
両
眼
の

矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
０·

３
未

満
の
方
）

○
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
学
科

○
本
科
普
通
科（
中
学
校
卒
業
の
方
）

　

高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、

大
学
進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま

す
。
単
一
障
が
い
学
級
８
人
／
重

複
障
が
い
学
級
３
人

○
専
攻
科（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）

　

保
健
理
療
科
（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す

学
科
）
８
人
／
理
療
科
（
あ
ん
ま

師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
国
家
資
格

を
め
ざ
す
学
科
）８
人

出
願
期
間　

平
成
31
年
２
月
18
日

㈪
〜
22
日
㈮

※
出
願
書
類
は
12
月
３
日
㈪
か
ら
配

布面
接
・
適
性
検
査　

平
成
31
年
３
月

５
日
㈫

学
力
検
査　

平
成
31
年
３
月
12
日

㈫問
大
分
県
立
盲
学
校（
〒
８
７
０-

０
０
２
６　

大
分
市
金
池
町
３
丁
目

１
番
75
号
）

☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
８

FAX
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
６

大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専

門
校
「
生
徒
募
集
」

当
校
で
は
、
機
械
、
電
気
、
自
動
車
、

空
調
配
管
、
木
造
等
業
種
で
就
職
す

る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習

得
で
き
ま
す
。

訓
練
期
間　

平
成
31
年
４
月
10
日

㈬
か
ら
１
年
間
、
ま
た
は
２
年
間

対
象　

離
転
職
者（
18
〜
39
歳
）、
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
な
ど

前
期
試
験
日　

平
成
31
年
１
月
20

日
㈰

申
込
期
間　

12
月
３
日
㈪
〜
平
成

31
年
１
月
17
日
㈭

中
期
試
験
日　

平
成
31
年
２
月
17

日
㈰

申
込
期
間　

平
成
31
年
１
月
23
日

㈬
〜
２
月
14
日
㈭

問
大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
７-

５
４
２-

３
４
１
１

平
成
31
年
度 

豊
西
准
看
護
学
院

学
生
募
集

当
学
院
は
、
准
看
護
師
と
し
て
必

要
な
看
護
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

習
得
し
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
で
き

る
職
業
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
学
院
で
す
。

【
一
次
募
集
】

受
験
日
時　

平
成
31
年
２
月
３
日

㈰　

午
前
９
時
〜
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会
場　

豊
西
准
看
護
学
院

試
験
科
目　

国
語
・
一
般
教
養
・
作

文
・
面
接

募
集
定
員　

24
人

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
者
、
ま
た

は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め

ら
れ
た
者（
本

年
度
卒
業
見

込
み
可
）

受
験
料

１
万
５
千
円

出
願
期
間　

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
必
着

▪提
　

・
問
豊
後
大
野
市
竹
田
市
医
師
会

共
立
豊
西
准
看
護
学
院（
〒
８
７
９-

６
６
４
３  

豊
後
大
野
市
緒
方
町
下

自
在
１
３
７
番
１
）

☎
・
FAX
０
９
７
４-

42-

２
４
３
２

公
共
職
業
訓
練

２
月
受
講
生
募
集

募
集
コ
ー
ス　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

訓
練
期
間　

平
成
31
年
２
月
５
日

㈫
〜
７
月
26
日
㈮

募
集
期
間　

12
月
21
日
㈮
ま
で

受
講
料　

無
料

※
訓
練
体
験
、
説
明
会
を
12
月
18
日

㈫
に
行
い
ま
す
。

▪申
　

・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分（
大

分
市
皆
春
１
４
８
３-

１
）

☎
０
９
７-

５
２
９-

８
６
１
５

放
送
大
学
４
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
10
代
か
ら
90
代
の

幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
の
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
願
締
切　

第
１
回
は
２
月
28
日
㈭
、

第
２
回
は
３
月
17
日
㈰

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

１
月
13
日

㈰
、
２
月
10
日
㈰
、
24
日
㈰

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
７-

67-

１
１
９
１

今
年

は
、「

世
界
人
権
宣
言

」
が

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
12
月
10
日
に
開

催
さ
れ
た
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で

採
択
さ
れ
て
70
年
の
節
目
の
年
で
す
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
世
界
に
お
け

る
自
由
、
正
義
及
び
平
和
の
基
礎
で
あ

る
基
本
的
人
権
を
確
保
す
る
た
め
、
全

て
の
人
民
と
全
て
の
国
と
が
達
成
す

べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
公
布
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
で
は
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年

か
ら
毎
年
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
及
び
そ
の
重

要
性
を
広
く
人
々
に
訴
え
か
け
る
と

と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、い
ま
だ
に
生
命
・
身
体
の
安

全
に
か
か
わ
る
事
象
や
不
当
な
差
別

な
ど
の
人
権
侵
害
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
で
は
、
い
じ
め
や
体
罰
、

児
童
虐
待
な
ど
と
い
っ
た
子
ど
も
に

関
す
る
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

誹
謗
中
傷
、
部
落
差
別
と
い
っ
た
人

権
問
題
に
加
え
、
特
定
の
民
族
や
国

籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
、

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
的
意
識
を
背
景
と
し
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
重
篤
な
事
案
な
ど
が
社
会

的
な
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
70
周
年
に
あ
た
っ

て
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
し
、

他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮
し
た
行

動
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

市
内
で
は
、
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て

荻
、
久
住
、
直
入
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
人

権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未

来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合

う
心
～

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63-

４
８
２
０

こころちゃん

「みんなで築こう
　    人権の世紀」

〈世界人権宣言70周年〉

人
権シリーズ　No.44

人権講演会に参加しませんか？

［荻地域］
日時　12月８日㈯ 午後１時30分～３時

会場　緑ヶ丘中学校体育館

講師　ＦＲＥＮＳ　石﨑杏理さん

演題　一人ひとりが自分らしく生きる

ために～性の多様性を知ることから～

［久住地域］
日時　12月19日㈬ 午後６時～８時

会場　久住公民館くじゅうサンホール

講師　山口県人権啓発センター

　　　事務局長　川口泰司さん

演題　差別っていったい何やねん

［直入地域］
日時　12月８日㈯ 午後１時30分～３時

会場　直入公民館大ホール

講師　助産師・思春期保健相談士

　　　内田美智子さん

演題　いのちをいただいて・つないで

いくこと～いずれ一人で生きていく

君たちへ～
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①正看護師 １人 21.6～27万円 ②清掃員 １人 

12.3～13.4万円 ③ルート営業 １人 23～25万円 

④製造スタッフ ３人 19.3万円 ⑤土木作業員 ２

人 25.3～39.1万円 ⑥接客・清掃係 １人 15～20万

円 ⑦総合職 １人 15～20万円 ⑧美容師 １人 18

～30万円 ⑨鮮魚加工員 ５人 21～28万円 ⑩サー

ビス提供責任者 １人 14～20万円 ⑪店内販売員 

１人 16.5～25万円 ⑫セールスドライバー ３人 

14.9～15.8万円

〔パート求人〕（時給）
⑬配送員 １人 900円 ⑭惣菜担当者 ２人 850円 ⑮

作業員 １人 762～800円 ⑯厨房係 １人 780円 ⑰

新聞配達員 ２人 800円 ⑱税理士補助 １人 800～

900円 ⑲交通誘導員 ２人 837円 ⑳清掃員及び雑

用係 １人 762円 ㉑送迎運転手 １人 800円 ㉒調理

員 １人 762円 ㉓牧場作業員 １人 900円 ㉔家庭教

師 ２人 1500～3000円

問竹田市ふるさとハローワーク

☎63-1101

地元で働いてみませんか？ ふるさと求人情報
県
で
は
、
県
内
就
職
及
び
本
県
へ

の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

県
外
大
学
等
に
進
学
し
た
学
生
を
対

象
に
福
岡
県
内
発
着
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

 

日
時
・
コ
ー
ス

12
月
26
日
㈬

・
営
業
や
販
売
に
関
わ
る
仕
事
コ
ー

ス（
フ
ン
ド
ー
キ
ン
醬
油
、
大
分
ト
ヨ

タ
自
動
車
）

・
情
報
に
関
わ
る
仕
事
コ
ー
ス（
モ

バ
イ
ル
ク
リ
エ
イ
ト
、
エ
イ
ビ
ス
）

12
月
27
日
㈭

・
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
コ
ー
ス（
ト

キ
ハ
、
大
分
交
通
）

・
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
コ
ー

ス（
デ
ン
ケ
ン
、
エ
ス
テ
ィ
ケ
イ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
）

内
容　

バ
ス
車
内
で
の
ミ
ニ
講
座
「
業

界
研
究
の
コ
ツ
が
わ
か
る
！
ポ
イ
ン

ト
講
座
」（
予
定
）や
職
場
見
学
、
若
手

社
員
と
の
交
流
な
ど

対
象
者　

県
出
身
の
２
０
２
０
年
３

月
に
県
外
大
学
等
卒
業
予
定
者
▼
お

お
い
た
学
生
登
録
者
▼
県
内
企
業
に

関
心
の
あ
る
学
生（
大
学
１
、２
年
生

も
参
加
可
）
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

者募
集
締
切　

12
月
18
日
㈫

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政

策
課
若
年
者
就
業
支
援
班

☎
０
９
７-

５
０
６-

３
３
３
１

県
内
企
業
魅
力
発
見
バ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

小
富
士
神
社
の
鳥
居
が
新
し
く

延
久
年
間（
１
０
６
９
〜
１
０
７
３

年
）の
勧

か
ん
じ
ょ
う

請
で
造
営
さ
れ
た
歴
史
の
あ

る
小
富
士
神
社（
竹
田
市
片
ヶ
瀬
）の

二
の
鳥
居
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
鳥
居
は
木
製
で
高
さ
約
８

メ
ー
ト
ル
、
笠
の
長
さ
は
約
４
メ
ー
ト

ル
。
10
月
7
日
の
秋
季
大
祭
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

↑20年ぶりに建て替えられた
小富士神社の鳥居。秋季大
祭では神楽や獅子舞、白熊
が奉納され、多くの参拝客
で賑わっていました

広報たけた平成 30 年 12 月号 22

たけたんインフォ／求人情報／誕生おめでとう ほか

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています　

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選

挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者

が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。

　政治家は選挙区内の人に対して答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の時

候のあいさつ状を出すことも禁止されています。

　お金のかからない明るい選挙を実現するために、寄附禁止のルールを守りましょう。

竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814



小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

12／ １㈯ みやわき小児科・竹田市立こども診療所

12／ ２㈰ 豊後大野市民病院

12／ ８㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

12／ ９㈰ 豊後大野市民病院

12／15㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

12／16㈰ みやわき小児科

12／22㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

12／23㈰ 豊後大野市民病院

12／24㈪ 豊後大野市民病院

12／29㈯ みやわき小児科・三重東クリニック

12／30㈰ 豊後大野市民病院

12／31㈪ 豊後大野市民病院

 １／ １㈫ 豊後大野市民病院

 １／ ２㈬ 豊後大野市民病院

 １／ ３㈭ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）

三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）
に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらか
じめ用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表
については、大分県豊肥保健所のホームページの「おおいた医療情報
ほっとネット」にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12／ ２㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

12／ ９㈰ まつもと歯科クリニック ☎ 62-2400

12／16㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎ 76-0008

12／23㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

12／24㈪ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

12／29㈯ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118

12／30㈰ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662

12／31㈪ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医院の情報については、大分県歯科医師会のホームページで

も確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

12 月の在宅当番医院　　　　　　　 ※１月５日まで掲載しています

受付時間　平日夜間 18：00〜21：00　土曜日 13：00〜21：00
　　　　　日曜、祝日 9：00〜21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事

前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番医院を受診してください。

※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧

いただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

  2㈰ 大久保病院 ☎64-7777 20㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

  3㈪ 道全内科 ☎63-2270 21㈮ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387

  4㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 22㈯ 大久保病院 ☎64-7777

  5㈬ 志賀内科 ☎63-2083 23㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  6㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 24㈪ 大久保病院 ☎64-7777

  7㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 25㈫ 志賀内科 ☎63-2083

  8㈯ 大久保病院 ☎64-7777 26㈬ 秦医院 ☎63-2246

  9㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 27㈭ 柚須医院 ☎63-2016

10㈪ 道全内科 ☎63-2270 28㈮ 加藤病院 ☎63-2338

11㈫ 志賀内科 ☎63-2083 29㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

12㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 30㈰ 大久保病院 ☎64-7777

13㈭ 柚須医院 ☎63-2016 31㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241

14㈮ 竹田クリニック ☎64-9000   1㈫ 大久保病院 ☎64-7777

15㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241   2㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈰ 大久保病院 ☎64-7777   3㈭ 大久保病院 ☎64-7777

17㈪ 道全内科 ☎63-2270   4㈮ 伊藤医院 ☎75-2222

18㈫ 志賀内科 ☎63-2083   5㈯ 大久保病院 ☎64-7777

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

こ
れ
ま
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹

患
時
の
重
症
化
予
防
に
つ
い
て
お

話
し
し
て
き
ま
し
た
。
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
に
よ
る
肺
炎
や
脳
症
な

ど
の
予
防
効
果
は
証
明
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
、
う
が
い
、
手
洗
い
、

ワ
ク
チ
ン
が
必
要
で
す
が
、
今
回
は

も
う
一
つ
、
肺
炎
予
防
の
耳
よ
り
情

報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
も
肺
炎
は
生
じ
ま
す
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
免
疫
が
低
下
し
た

時
に
は
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
も

生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
１
９
１
８

年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
ス
ペ
イ
ン

か
ぜ
）
流
行
時
に
世
界
中
で
1
億
人

の
死
者
が
出
た
原
因
は
肺
炎
球
菌

で
し
た
。

こ
ど
も
は
通
常
、
0
歳
で
3
回
、

1
歳
で
1
回
、
肺
炎
球
菌
の
予
防
接

種
を
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
接
種
し

忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
、
あ
れ
ば
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
同
時

接
種
も
で
き
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
6
歳

の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
は
接
種

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
5
歳
児
は
任

意
接
種（
有
料
）に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
4
回
接
種
し
て
い
て
も
、

母
子
手
帳
に
貼
ら
れ
て
い
る
ワ
ク

チ
ン
の
シ
ー
ル
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
７
」
の
シ
ー
ル
ば
か

り
の
こ
ど
も
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
10
月
ま
で
ワ
ク
チ
ン
は

7
種
の
肺
炎
球
菌
し
か
カ
バ
ー
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
以
降

は
13
種
の
肺
炎
球
菌
が
カ
バ
ー
さ

れ
、「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
13
」
の
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
７
」

し
か
接
種
し
て
い
な
い
場
合
、
任
意

接
種
と
な
り
ま
す
が
、「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
13
」

を
1
回
し
て
お
く
こ
と
で
、
残
り
の

5
種
の
肺
炎
球
菌
に
対
す
る
免
疫

も
獲
得
で
き
ま
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第43回 インフルエンザ流行期の

肺炎予防

――地域医療・小児医療の視点から――

えがおの子育て

小児科

！張出
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♪
①
「
大
船
山
は
お
父
さ
ん　

久

住
の
原
は
お
母
さ
ん
」
②
「
も
み
じ
の

黒や

ま岳
は
お
兄
さ
ん　

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
お
姉
さ
ん
」
45
名
の
児
童
が
元
気

に
歌
う
都
野
小
学
校
の
校
歌
で
す
。

北
に
大
船
山
・
黒
岳
を
望
み
、「
く
た

み
の
郷
」
と
呼
ば
れ
万
葉
集
に
も
そ

の
名
が
み
え
る
歴
史
あ
る
都
野
で
地

域
の
温
か
さ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

今
日
も
「
大
船
っ
子
」
た
ち
は
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『「
あ
た
り

前
」
と
「
笑
顔
」
が
あ
ふ
れ
る
都
野
小

学
校
』。
今
年
も
、
あ
た
り
前
認
定
を

増
や
し
な
が
ら
、
学
校
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
も
「
笑
顔
」
を
届
け
た
い
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
地
域
奉
仕
活
動
で

す
。
低
学
年

は
戦
没
者
墓

地
公
園
、
高

学
年
は
宮
処

野
神
社
の
清

掃
活
動
を
行

い
ま
す
。「
自

分

た

ち

も

地
域
の
方
々

ぼくたち・私たちの

学び舎

の
役
に
立

つ
こ
と
が

で
き
る
ん

だ
」
と
い

う
自
己
有

用
感
を
持

つ
こ
と
が

で
き
る
大

切
な
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
久
住
高
原
南
山
荘
や
ヴ
ァ

ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
く
じ
ゅ
う
と
の
交
流

学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
歌
や
ダ
ン

ス
の
発
表
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
渡
し
を
行

い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、
相
互
理
解
の

気
持
ち
を
育
て
ま
す
。
毎
年
、
こ
の

日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

「
郷
土
学
」
に
も
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
努
力
遠
足

で
、
低
学
年
は
入
山
公
廟
ま
で
、
高

学
年
は
大
船
山
の
頂
上
ま
で
、
16
名

の
保
護
者
も
一
緒
に
秋
の
登
山
を

楽
し
み
ま
し
た
。
郷
土
の
大
自
然
に

触
れ
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
１
月
に
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
地
域
の
方
々
や
保
護
者
を

招
い
て
「
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
」
を

行
い
ま
す
。
大
自
然
あ
り
、
地
域
で

頑
張
る
産
業
あ
り
、
歴
史
あ
り
、
救

急
病
院
・
駐
在
所
・
消
防
署
・
郵
便
局･

公
民
館
あ
り
、
都
野
保
育
所
・
都
野
中

学
校
・
三
重
総
合
高
校
久
住
校
あ
り
、

各
学
年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
充
実
し

た
交
流
学
習
の
機
会
が
持
て
て
い
ま

す
。
都
野
に
誇
り
を
持
ち
、
新
し
い

都
野
を
創
ろ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
発
信
に
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
教
頭　

桑
島
真
弓
）

新
し
い
都
野
を
創
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
！

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
都
野
小
学
校

城
き

原
ばる

八幡社専属の阿
あ

鹿
じか

野
の

獅
し

子
し

ま
る
ご
と
博
物
館

157

景け
い

行こ
う

天て
ん
の
う皇

の
皇
子
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が

西
方
を
一
応
平
定
し
た
が
、
熊く

ま

そ襲

が
再
び
背そ
む

い
た
。
景
行
天
皇
の

西せ
い
せ
い征

は
、
日
本
武
尊
の
征
討
以
上

に
過
酷
な
も
の
だ
っ
た
。
禰ね

疑ぎ

野の

（
竹
田
市
菅す

ご

う生
）の
土つ

ち

蜘ぐ

も蛛（
打う

ち
ざ
る猨

・

八や

た田
・
国く

に

摩ま

侶ろ

）に
兵
を
向
け
た
が
、

賊ぞ
く

勢
強
く
一
時
城
原（
今
の
上
松

原
）に
退
却
し
た
。
こ
の
時
、
地
の
理

に
明
る
い
阿
鹿
野（
宮
城
の
炭
す
み
か
ま
ど

竃
・

上か
み
さ
か
た

坂
田
・
古ふ

る
ぞ
の園

・
刈か

り

小お

の野
・
上か

み
は
た畑

）の

民
が
天
皇
に
味
方
し
て
密
林
や
狭

谷
を
先
導
し
、つ
い
に
賊
を
全
滅
さ

せ
た
。

「
舞
い
」
は
、こ
の
物
語
を
演
劇
化

し
た
も
の
で
あ
る
。「
と
び
拍び
ょ
う
し子

」の

合
図
を
頼
り
に
、
繁は

ん

も茂
す
る
草
木

に
見
立
て
た
「
う
ち
わ
」
を
か
き
分

け
、
地
面
や
高
い
場
所
の
安
全
確

認
や
清
め
を
し
な
が
ら
、
神み

こ

し輿
を

先
導
す
る
獅
子
の
舞
い
は
難
路
の

行
軍
を
し
の
ば
せ
る
。

天て
ん

正
し
ょ
う

年
間
の
島
津
軍
の
豊
後

侵
入
に
際
し
て
、
兵
火
を
逃
れ
て

ご
神
体
が
熊
本
県
の
産う
ぶ
や
ま山

に
移
さ

れ
た
。
戦
た
た
か

い
終
了
後
、
還か
ん
こ
う幸
の
際
、

阿
鹿
野
の
民
が
獅
子
頭
を
被か
ぶ

っ
て

お
迎
え
に
行
っ
た
こ
と
が
獅
子
の

舞
い
始
め
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

勇
壮
な
リ
ズ
ム
、
悠ゆ
う

容よ
う

迫せ
ま

ら
ぬ
舞
い
、

野
性
的
な
太
鼓
の
打
込
み
等
、
遠

い
昔
阿
鹿
野
の
民
が
産
ん
だ
尊
い

芸
術
で
あ
る
。

昭
和
34（
１
９
５
９
）年
に
東
九

州
代
表
と
し
て
出
雲
大
社
の
全
国

民
謡
民
芸
大
会
に
、
同
37
年
に
大

分
県
代
表
と
し
て
九
州
民
俗
芸

能
大
会
に
出
場
し
た
。
同
41
年
に

は
「
大
分
県
無
形
民
俗
文
化
財
」の

指
定
を
受
け
て
い
る
。

役
員
、
笛
、
太
鼓
、
獅
子
、
団う

ち

わ扇

等
、
総
勢
60
名
の
組
織
で
城
原
八

幡
社
の
大
祭
で
神
輿
を
先
導
す
る
。

近
年
は
、
阿
鹿
野
以
外
の
方
の
入

団
も
得
て
運
営
が
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

（
麻
生　

敞
三
）

◎
参
考
文
献

　

城
原
八
幡
社
社
誌

　

阿
鹿
野
獅
子
由
来　

他

↑県無形民俗文化財に指定されている阿鹿野獅子

↑戦没者墓地公園の清掃活動

↑老人福祉施設での交流

↑秋の努力遠足で大船山をめざす

広報たけた平成 30 年 12 月号 24
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「その日東京駅五時二十五分発」
西川  美和　新潮社

一般の本

この本は「朝日中学生ウィークリー」「朝
日中学生新聞」に掲載された連載から35

本を選びまとめられたものです。水族館の
飼育員、パティシエ、図書館司書など子ど
ものころの「好き」を仕事に結び付けた35

人のインタビューを紹介。大人になった時
にどんな仕事につくか、考えるきっかけに
なってくれますように！

終戦当日、焼け野原の東京から故郷広島
に向かう「ぼく」。滅亡と虚無の淵で19歳の
通信兵が秘めた胸のうちとは？著者の叔
父の体験をもとに魂を込めて書かれた一
冊です。叔父の手記の中に綴られた「全て
に乗りそびれてしまった少年」の空疎な戦
争体験を、終戦の日のふしぎな事実ととも
に、何とか自分なりにかたちを整えて他の
人にも読んでもらいたいと著者は語って
います。

竹田在住の著者の初めての詩集です。は
じめにあるように童謡詩人の矢崎節夫さ
んに背中を押していただいたとか。油布さ
んの詩の他にも佐藤義美の「みんなの星」

「かなかなぜみ」の群読脚本も掲載されて
います。題名になったぶどう畑に吹く風の
ように自然の中で生きる油布さんの想い
が風に乗って届けられるようなそんな一
冊になりました。ぜひ読んでみてください。

郷土の本

【一般の本】

・「野の春（流転の海第９部）」［新潮社］ 宮本　輝
・白いジオラマ［中央公論新社］ 堂場　瞬一
・雨上がりの川［幻冬舎］ 森沢　明夫
・夜空の呪いに色はない［新潮社］ 河野　裕
・茶席からひろがる漢詩の世界［淡交社］ 諸田　龍美 

・須賀敦子の本棚３小さな徳
　［河出書房新社］ ナタリア・ギンズブルグ
・つくって楽しむわら工芸２～しめ飾りと生活用具
　［農山漁村文化協会］ 瀧本　広子他

【子どもの本】

・クリスマスのおかいもの［ほるぷ出版］
 ルー・ピーコック 文／ヘレン・スティーヴンス 絵
・ふしぎ駄菓子屋銭天堂10［偕成社］
 廣嶋　玲子 作／jyajya 絵
・まるごとさつまいも（絵図解やさい応援団）
　［絵本塾出版］ 八田　尚子
・それしかないわけないでしょう［白泉社］ ヨシタケシンスケ
・どうぶつ四字熟語えほん［のら書店］ 石井　聖岳
 他200冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

12
月
６
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

12
月
20
日
㈭
　
南
部
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日

※

28
日（
第
４
金
曜
日
）は
開
館
し
ま
す

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書
おすすめの
一冊

新図書館のコーナー紹介

「西館・児童書コーナー」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新刊のご案内新刊のご案内

12  月
さあ、いよいよ12月！師走となりました。今年はどんな一冊に出会

ったでしょうか？残すところあと１か月、クリスマスの絵本も並べて

皆さんのお越しをお待ちしています。

クリスマスやお正月の準備にも役に立つ本がたくさんあります。

寒くなったら身も心も温かくなる図書館へぜひお越しください。

図書館を入ると、左側が西館とな

ります。ここには主に児童書が並ん

でいます。人気のシリーズや絵本、

写真絵本、図鑑などは周りのブック

ウォールに並べています。おすすめ

の本は面だし（表紙を見せて）して

います。今はクリスマス絵本のコーナーが楽しいですよ！

とても座り心地のよい大きなソファーが２箇所、またワンちゃんの形

をした可愛い椅子も５脚並んでいます。ぜひ座ってみてください！真

ん中の検索機（OPAC）で本を探すことができます。また人気の本は

予約（リクエスト）ができますので、カウンターでお申し込みください。

子どもの本 「大人になったらしたい仕事」
「好き」を仕事にした35人の先輩たち

朝日中高生新聞編集部（著）　朝日学生新聞社

「詩集 ぶどう畑に吹いた風」
油布  晃　㈲秀栄社

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
大
型
絵
本
、
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
な
ど
多
彩
な
催
し
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
る
よ
♪
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
24
日
㈪
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
を

開
催
し
ま
す

※

年
末
年
始
は
12
月
29
日
㈯
か
ら

　１
月
３
日
㈭
ま
で
休
館
し
ま
す
。

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第111回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←開通間近 の 中九州横断道路
「朝地ＩＣ～竹田ＩＣ間」

1
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
未
来
に
夢
を

平
成
30
年
は
ま
さ
に
臨
界
期
で
あ
っ
た

平
成
30
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
1
か
月
。
私
自

身
、
3
期
目
の
就
任
か
ら
1
年
9
か
月
。
市
長
と

し
て
10
年
の
歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一

言
で
い
え
ば
、
ま
さ
に
『
光
陰
矢
の
ご
と
し
』
で
あ
る
。

一
年
ご
と
に
目
標
を
定
め
、
そ
の
流
れ
が
ま
ち
づ

く
り
の
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
成
す
る
と
い
う
理
想

の
政
策
展
開
を
実
践
で
き
て
い
る
の
は
議
会
を
は

じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

立
ち
向
か
う
テ
ー
マ
は
『
少
子
・
高
齢
化
・
過
疎

化
の
歯
止
め
』
に
あ
る
。
自
然
の
流
れ
に
身
を
任

せ
る
の
は
だ
れ
で
も
で
き
る
。
肝
心
な
の
は
、
果
敢

に
挑
戦
す
る
勇
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
異
論

は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
た
だ
、
挑
戦
に
は
リ
ス
ク（
危

険
）を
伴
う
こ
と
も
多
い
。
本
当
に
期
待
す
る
効
果

が
生
ま
れ
る
の
か
。
財
政
基
盤
の
貧
弱
な
自
治
体

に
あ
っ
て
は
、
将
来
に
大
き
な
負
担
を
残
す
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
慎
重
に
な
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

ま
ち
に
も
、
人
生
に
も『
臨
界
期
』と
い
う
の
が
あ
る
。

つ
ま
り
、い
ま
や
ら
な
け
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い

こ
と
に
な
る
と
い
う
限
界
点
の
こ
と
で
あ
る
。

幸
い
に
し
て
、
甦
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
事

例
は
少
な
く
な
い
。

旧
竹
田
中
学
校
の
校
舎
跡
の
利
活
用
も
そ
の

ひ
と
つ
。
廃
校
に
な
っ
た
ま
ま
、
無
駄
に
老
朽
化

を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
校
舎
は
竹
田
総
合
学
院
（
Т

Ｓ
Ｇ
）
と
な
っ
て
全
国
か
ら
移
住
し
て
き
た
作
家

た
ち
の
工
房
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
。
そ
の
作
家

た
ち
が
城
下
町
で
活
躍
す
る
と
い
う
竹
田
な
ら

で
は
の
仕
組
み
が
評
価
さ
れ
て
文
化
庁
長
官
表

彰
に
輝
い
た
。
下
竹
田
小
学
校
も
同
様
に
廃
校
利

用
に
よ
っ
て
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
の
竹

田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
甦
っ
た
。

や
む
な
く
新
築
を
目
指
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
は
、
新
図
書
館
や
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
〉と
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
長

湯
温
泉
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。

大
水
害
や
地
震
の
影
響
を
受
け
た
こ
れ
ら
施
設

に
は
、
国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
や

合
併
特
例
債
が
充
当
で
き
た
。
さ
ら
に
嬉
し
か
っ

た
の
は
、
地
方
創
生
の
交
付
金
が
獲
得
で
き
た
こ

と
で
あ
る
。

国
の
台
所
事
情
も
厳
し
い
だ
け
に
、
い
ま
が
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
る
こ
と
だ
と
判
断

し
た
。

肝
心
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
挑
戦
が
ま
ち
づ
く
り

に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の

基
盤
が
整
っ
た
竹
田
市
だ
か
ら
移
住
し
た
。
子
育

て
に
期
待
が
で
き
る
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
楽
し

め
る
場
所
が
で
き
た
。
そ
う
い
う
声
が
満
ち
溢
れ

る
竹
田
市
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
力
で
新
し
い
経
済
活
動
が
生
ま
れ
た
り
、
海

外
を
含
め
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、
ま

ち
が
甦
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

農
業
は
わ
か
り
や
す
い
。
こ
の
10
年
間
、
と
に

か
く
ト
マ
ト
学
校
を
は
じ
め
、
新
規
就
農
や
親
元

就
農
へ
の
支
援
を
継
続
し
た
。
施
設
園
芸
の
イ
ン

フ
ラ
に
も
か
な
り
の
予
算
を
投
じ
た
。
そ
の
成
果

も
見
ら
れ
始
め
て
、
年
間
の
農
業
生
産
額
に
お
い

て
は
10
年
間
大
分
県
下
の
ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
、

つ
い
に
昨
年
は
２
３
９
億
円
を
記
録
。
2
位
と
の

差
を
１
０
０
億
円
以
上
に
し
た
。
大
蘇
ダ
ム
の
完

成
も
あ
と
2
年
。
負
担
金
は
約
28
億
円
に
膨
ら
ん

だ
が
国
に
合
併
特
例
債
の
適
用
を
懇
願
し
て
き
た
。

そ
の
努
力
が
認
め
ら
れ
て
支
払
い
の
7
割
が
交
付

税
で
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
何
と
も
大
き

な
成
果
で
あ
る
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
も
開
館

以
来
2
万
人
近
い
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
中
九
州

地
域
高
規
格
道
路
も
来
年
1
月
中
旬
に
は
竹
田
イ

ン
タ
ー
ま
で
開
通
す
る
。

ま
さ
に
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
こ
そ
臨
界
期
で
あ
ろ

う
。
今
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
。
今
な
ら
復
興
の
取

り
組
み
が
大
き
な
幸
せ
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
。

来
年
に
向
け
て
、
明
る
い
夢
を
生
み
出
す
締
め

く
く
り
の
1
か
月
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

広報たけた平成 30 年 12 月号 26竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/



大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校
で
は
、

卒
業
後
の
自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ

す
取
り
組
み
と
し
て
作
業
学
習
を
計

画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
等
部
の

作
業
種
目
は
、
農
作
業
・
工
芸
・
軽
作

業
（
企
業
か
ら
の
受
注
）・
サ
ー
ビ
ス

ワ
ー
ク（
名
刺
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）・

校
外
作
業
（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
実
習
）で
す
。
こ
の
作
業
学
習
の

一
環
と
し
て
、
産
業
現
場
に
お
け
る

実
習（
現
場
実
習
）を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

実
習
先
は
、
竹
田
市
・
豊
後
大
野
市

及
び
大
分
市
の
事
業
所
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。
実
習
す
る
際
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
中
か
ら
生
徒
の
特
性

に
応
じ
て
、
生
徒
の
希
望
を
含
め
実

習
先
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
習
先
の
担
当
者
と
も
仕
事
内
容
や

時
間
、
本
人
の
特
性
等
詳
し
い
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
校
内
実
習
を
経
て

現
場
実
習
に
取
り
組
む
形
態
を
取
っ

て
い
ま
す
。

実
習
を
繰
り
返
す
こ
と
で
生
徒
も

意
欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、

職
場
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
作
業
効
率
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
等
の
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
般
就
労
や
福
祉
的
就
労
で
は

「
挨
拶
や
返
事
」「
作
業
の
持
続
性
」「
連

絡
・
報
告
」「
規
律
」
な
ど
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
学
校
生
活
の
中
で
継
続
的
な

指
導
を
小
学
部
の
時
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
そ

こ
で
働
く
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
職
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校

☎
63-

０
７
２
２

「
働
き
た
い
」と
い
う
夢
の

実
現
に
向
け
て

特
別
障
害
者
手
当
及
び

障
害
児
福
祉
手
当
と
は

福
岡
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集

誰
も
が
イ
キ
イ
キ
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
へ

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
お
互
い
に
尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
「
大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校
」
で
す
。

↑さまざまな職種の中から、生
徒の特性や希望に応じて現場
実習を行っています

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神

（
知
的
）
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

常
時
介
護
を
受
け
て
い
る
在
宅
の
方

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
受
給
者

が
20
歳
以
上
の
場
合
は
特
別
障
害
者

手
当
、
20
歳
未
満
の
児
童
の
場
合
は

障
害
児
福
祉
手
当
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
特
別
障
害
者
手
当
が

月
額
２
６
９
４
０
円
、
障
害
児
福
祉

手
当
が
月
額
１
４
６
５
０
円
で
す
。

２
、５
、８
、
11
月
に
前
３
か
月
分
を

支
給
し
ま
す
。

受
給
す
る
た
め
に
は
、
竹
田
市
社

会
福
祉
課
へ
申
請
を
し
て
、
審
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▪申
　

・
問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係

☎
63-

４
８
１
１

FAX 

63-
０
９
８
８

福
岡
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
（
北
九
州
市
若
松
区
）
で
は
平
成

31
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
科
目　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科　

②

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科　

③
商
業
デ
ザ

イ
ン
科　

④
Ｏ
Ａ
事
務
科　

⑤
建
設

設
計
科　

⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
流

通
ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
）　

⑦
総
合
実
務
科

訓
練
期
間　

１
年
間
（
②
の
み
２
年

間
）

定
員　

各
20
人
（
⑥
の
み
30
人
。
う

ち
５
人
は
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

募
集
締
切　

平
成
31
年
１
月
24
日

㈭入
校
日　

平
成
31
年
４
月
11
日
㈭

※
詳
し
く
は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.fu

ku
o

ka-ku
n

ren
.

n
et/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３-

７
４
１-

５
４
３
１

FAX
０
９
３-

７
４
１-

１
３
４
０

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（いわゆる障害者差別解
消法）とは、国や市区町村といった行政機関や、会社やお店などの民間事業者
での「障害を理由とする差別」をなくし、すべての人が障がいの有無に関わら
ず、お互いに人格と個性を尊重し合いながら共生できる社会をつくるための
法律です。
〇不当な差別的取り扱いの例

・車いすを利用していることを理由に店に入れない。
・障がいがあるという理由でアパートを貸してもらえない。
〇合理的配慮として好ましい例

・聴覚障がいのある人に筆談など音声とは別の方法で伝える工夫をする。
・視覚障がいのある人に書類などの内容を読み上げながら説明する。

障がいを理由とする差別を解消することは、社会全体の責務です。少しの
配慮で助かる人がいることを心に留め、豊かな共生社会を実現しましょう。

問竹田市社会福祉課　☎63-4811

国・地方公共団体 民間事業者など

不当な差別的取り扱い 禁　止 禁　止

障害者への合理的配慮 法的義務 努力義務

知っていますか？ 「障害者差別解消法」

27 2018 年 12 月発行

誰もがイキイキ暮らせる共生社会へ



ミゾカクシ（キキョウ科）

阿孫　久見

第 165 回   郷土の植物
（356）

低て

い

ち地
や
丘

き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

陵
地
の
湿し

め

り
気け

の
あ

る
田
ん
ぼ
の
溝み

ぞ

や
あ
ぜ
に
群ぐ

ん
せ
い生

す

る
高
さ
15
㌢
ほ
ど
の
草そ

う
ほ
ん
せ
い

本
性
つ
る

植
物
で
多
年
草
で
す
。
細
い
茎く

き

は

地
面
を
は
っ
て
節ふ

し

か
ら
根
を
出
し

て
ふ
え
ま
す
。

互ご

せ

い生
の
葉
は
全ぜ

ん
え
ん縁

の
細
長
い
披ひ

針し
ん
け
い形

で
長
さ
２
㌢
、
幅は

ば

が
４
㍉
ほ

ど
で
、
左さ

ゆ

う右
２
列れ

つ

に
な
っ
て
ま
ば

ら
に
つ
き
ま
す
。

夏
か
ら
秋
の
頃
、
葉
の
わ
き
か

ら
長
い
花か

へ

い柄
を
出
し
、
淡た

ん

紅こ
う

紫し
し
ょ
く色

の
径
２·

５
㌢
ほ
ど
の
花
を
１

個
だ
け
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
形
が

ユ
ニ
ー
ク
で
掌

て
の
ひ
ら
じ
ょ
う

状
に
５
深し

ん
れ
つ裂

し
、

花か

べ

ん弁
の
２
個
は
真ま

よ

こ横
に
向
き
、
３

個
は
下
向
き
に
つ
き
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
溝
や
あ
ぜ
を
お

お
い
隠か

く

す
よ
う
に
繁は

ん

も茂
す
る
の
で

溝ミ
ゾ
カ
ク
シ

隠
の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
里
山
の
田
ん
ぼ
の
溝

や
あ
ぜ
で
以
前
は
ご
く
普
通
に
観

察
さ
れ
ま
し
た
が
、
機き

か

い

か

械
化
に
よ

る
圃ほ

じ
ょ
う場

整せ

い

び備
が
進
み
、
Ｕ
字じ

溝こ
う

の

設せ

っ

ち置
な
ど
に
よ
っ
て
生
育
範は

ん

い囲
が

狭せ
ま

く
な
っ
た
植
物
で
す
。
花
期
は

６
月
か
ら
10
月
で
す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
た
け
た
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国民健康保険は、職場の健康保険や後期高齢者医療

制度に加入していない方などを対象とした地域保険

で、加入者の皆さんに納めていただく国民健康保険税

と国・県の支出金や交付金などをもとに、市が運営して

います。

■加入者の状況
平成29年度の年間平均の被保険者数は 6,464人で、市

民の約３割の方が国保に加入していました。

国保の加入者は、75歳に到達すると後期高齢者医療制

度に移行するため、年々減少しています。

■医療費の状況
平成29年度の医療費総額は、約29億４千万円で、前年

度と比較すると約５千万円増加しました。

一人当たりの医療費も、前年度に比べ28,525円増の

456,045円で、増加傾向にあります。

■収支の状況
平成29年度国民健康保険特別会計の歳入は42億

8,105万８千円で、このうち約２割にあたる７億4,183万

円が加入者の皆さんに納めていただいた国民健康保険

税です。

歳出の総額は、41億1,214万6千円で、このうち約６割

を占めるのが、加入者の医療費や出産育児一時金などに

充てる保険給付費で24億9,634万９千円となっていま

す。

歳入歳出差引額は、１億6,891万２千円となっています。

■疾病別医療費の状況

竹田市の生活習慣病有病率は県内で５番目に高い状

況です。市では、生活習慣病の発症及び重症化の予防に

よって、生涯にわたり生活の質を維持・向上させ健康寿

命の延伸を図ることを目的に保健事業を行っています。

健康づくりのためできることから取り組みましょう。

　・健診を１年に１回は必ず受ける。

　・夕食後、間食はしない。

　・塩分をひかえる。

　・飲酒量は適量に。

　・こまめに身体を動かす。

151

3,217

1,785

1,311

29年度

456,045

433,784

419,376

平成29年度国民健康保険の運営状況

（平成29年度）

精神

24.4%

がん

18.9%

筋・骨格系

17.3%

慢性腎不全

12.2%

糖尿病

8.7％

高血圧

7.3％

その他 11.2％

広報たけた　平成30年12月号  ①

国民健康保険のお知らせ



○自己負担割合

○入院時の食事にかかる標準負担額（1食あたり）

一般（下記以外の方） 460円

210円

160円

100円
70歳以上で、住民税非課税世帯で、世帯
の所得が一定基準以下

90日までの入院住民税
非課税
世　帯 過去12か月で90日を超える入院

国保ではこんな給付が受けられます

※長期入院の場合は、過去 1 年間で 90 日を越える入院
日数が確認できる書類（入院期間は、非課税世帯とし
ての日数）が必要です。

１．お医者さんにかかるとき

病院などの窓口で保険証などを提示

すれば、年齢などに応じた負担割合を

支払うだけで、診察を受けることがで

きます。

３．いったん全額自己負担したとき

次のような場合、医療費はいったん全額自己負担とな

りますが、申請して審査で認められれば、自己負担分を

除いた額があとから払い戻されます。

申請手続きについては、国保の窓口にお問い合わせく

ださい。

①やむを得ず保険証を使わないで診療を受けたとき

②医師が認めたあんま、はり、灸、マッサージ

③医師の指示で購入した治療用補装具

④海外で診療を受けた場合　など

４．子どもが生まれたとき

被保険者が出産したとき、出産育児一時金として１子

につき、40万４千円（産科医療補償制度に加入している

医療機関で出産した場合は１万６千円加算）が支給され

ます。原則として国保から医療機関に直接支払われます

（直接支払制度）。妊娠12週（85日）以降であれば、死産・流

産でも支給されます。

直接支払制度を利用しなかった場合や、直接払制度を

利用した場合で出産費用が上記金額に満たない場合は、

国保の窓口で申請が必要です。

５．被保険者が亡くなったとき

被保険者が亡くなったとき、申請

により葬祭を行った方に葬祭費が

２万円支給されます。

■一部負担金の減免

災害などの特別な事情により収入が著しく減少し、一

定基準以下となった場合、病院などの窓口で支払う一部

負担金の猶予・減額・免除が受けられることがあります。

詳しくは、国保の窓口までお問い合わせください。

２．入院したときの食事代

病院等に入院したとき、食事代が１食460円（定額）の

自己負担となりますが、住民税非課税世帯の方は、減額

措置があります。申請により「標準負担額減額認定証」を

交付しますので、入院の際、保険証と一緒に病院に提示

してください。

■交通事故などにあったときは届出を忘れずに

交通事故をはじめ、第三者の行為によって傷病を

受けた場合にも国保で治療を受けることができます。

本来、治療費は加害者が支払うものですが、一時

的に国保が立替払いをして、あとから国保が加害者

に費用の請求をしま

す。示談の前に必ず届

け出るようにしてくだ

さい。

義務教育

就学前

まで

義務教育

就学

～69歳

現役並み

所得者

昭和19年

４月１日

以前

生まれの方

昭和19年

４月２日

以降

生まれの方

70歳～74歳

２割 ３割 １割 ２割 ３割
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252,600円＋（総医療費
－842,000円）×1％

167,400円＋（総医療費
－558,000円）×1％

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

57,600円

35,400円

44,400円

44,400円

93,000円

140,100円

24,600円

※多数該当とは、年４回以上該当した場合の４回目以降の
　限度額。

〈国民健康保険の窓口及び申請場所〉

竹田市保険健康課

☎63-1111（内線178・179）

または、各支所地域振興課　

６．医療費の自己負担が高額なとき

医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給され

ます。70歳未満の方と70歳以上の方では、限度額が異なります。

■70歳未満の方の場合

同じ方が同じ月内に同じ医療機関で支払った自己負

担額が、下表の自己負担限度額を超えた場合、その超え

た分が支給されます。なお、同じ世帯で、同じ月内に

21,000円以上の自己負担額を２回以上支払った場合、

それらを合算して限度額を超えた分が支給されます。

70歳以上の方の外来年間（８月～翌年７月)の限度額が新設されました

平成29年８月診療分より、外来年間の限度額（144,000円）が新設されました。一般、低所得者Ⅰ・Ⅱだった月の外来自

己負担額の合計が144,000円を超えたときに、申請によりその超えた分が高額療養費として支給されます。

支給対象者には毎年１回通知をお送りします。

■70歳～74歳の方の場合

外来（個人単位）の限度額を適用後、入院と合算して世

帯単位の限度額を適用します。病院・診療所、歯科の区分

なく合算します。

○入院や高額な外来治療を受ける場合の事前申請

70歳未満の課税世帯（ア～エ）の方、70歳以上のⅠ・Ⅱ課税所得の方は、「限度額適用認定証」の交付を受け、医療機関

に提示すると、医療費の窓口負担が自己負担限度額までの支払いで済むことになり、窓口負担が軽くなります。ただし、

保険税に滞納があると認定証の交付ができない場合があります。

非課税世帯の方については、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受け、医療機関の窓口に提示すると、さ

らにそれ以下の自己負担限度額までの支払いで済むことになります。

Ⅲ課税所得・一般の方は、限度額適用認定証がなくても、保険証を医療機関の窓口に提示すると、窓口負担が自己負

担限度額までのお支払いで済みます。

※一般とは、Ⅲ～Ⅰ課税所得、低所得Ⅱ・Ⅰ以外の方です。

※低所得者Ⅱとは、非課税世帯の方です。

※低所得者Ⅰとは、非課税世帯で、世帯の所得が一定以下の

方です。

ア：基礎控除後の所
　　得901万円超

所得区分 自己負担限度額 多数該当※

イ：基礎控除後の所
　　得600万円超～
　　901万円以下

ウ：基礎控除後の所
　　得210万円超～
　　600万円以下

エ：基礎控除後の所
　　得210万円以下

オ：住民税非課税

所得区分
自己負担上限額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％　
〈多数該当140,100円〉

Ⅲ課税所得
690万円以上

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％　
〈多数該当93,000円〉

Ⅱ課税所得
380万円以上

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％　
〈多数該当44,400円〉

57,600円 
〈多数該当44,400円〉

Ⅰ課税所得
145万円以上

18,000円

8,000円
24,600円

15,000円

一　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ
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医療機関への受診にあたって
～地域の医療を守るのはあなたです～

■休日・夜間の受診は、

　緊急の場合以外は控える！
休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高

い患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜間に

受診しようとする際には、平日の時間内に受診すること

ができないのか、もう一度考えてみましょう。

■こども救急電話相談を利用する！
夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になったら、

まず、こども救急電話相談（＃8000）の利用を考えましょ

う。看護師からお子さんの症状に応じた適切な対処の仕

方などのアドバイスが受けられます。

■薬のもらいすぎに注意する！
薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょ

う。（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

■薬の飲み合わせに気をつける！
薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることがあ

ります。「お薬手帳」の活用などにより、既に処方されてい

る薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しまし

ょう。

■ジェネリック医薬品を活用する！
後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同

等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医薬品よ

りも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望カード」を

医療機関や薬局に提示することにより、後発医薬品の利

用について相談にのってもらうことができます。

■かかりつけ医・かかりつけ薬局を

　持つ！

「かかりつけ医」や「かかりつけ薬局」を持ちましょう。

紹介状なしで県立病院、大学病院を受診すると初診料と

は別に５千円以上を患者が負担することが義務付けら

れています。

■重複受診は控える！
同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控えま

しょう。医療費が増えるだけでなく、重複する検査や投薬

により、体に悪影響を与える心配もあります。今の治療に

不安があるときには、直接医師に伝えて話し合ってみま

しょう。

切り取ってご利用ください。

医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品
希望カード

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ変更をお
　願いします。
※ジェネリック医薬品の品質・有効性・安全性等に関
　するお問い合わせ
独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）

〈医薬品・医療機器相談室　くすり相談〉
電話番号：03-3506-9457　受付時間：平日9：00～17：00

氏名

山折り

）
ン
セ
リ
ト
リ
キ
（

月 ～ 土 曜 日 ：午後７時～翌朝８時

日曜日・祝日：午前９時～午後５時

午後７時～翌朝８時

＃８０００（固定電話、携帯電話対応）

０９７－５０３－８８２２

※県境地域は県外につながることがあります

　ので、097-503-8822 におかけください。

受
付
時
間

相
談
番
号

国民健康保険のお知らせ

広報たけた　平成30年12月号  ④

用法・用量を

きちんと守る 使用上の注意も

きちんと読む

薬を
飲むときは
水か

ぬるま湯で
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